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▼
今
月
の
表
紙
は
、
花
き
農
家
の

上う
え

田だ

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
。
昨
年
、
母
の
日

向
け
に
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
出
荷
風
景

を
取
材
。
そ
の
時
の
満
面
の
笑
顔

が
と
て
も
素
敵
で
、
忘
れ
ら
れ
ず
、

一
年
越
し
に
、
撮
影
を
依
頼
し
ま

し
た
。
出
荷
最
盛
期
で
と
て
も
お

忙
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
快
く

撮
影
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
一
つ
広
報
で
の
や
り
た

い
こ
と
リ
ス
ト
が
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
上
田
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
今
月
の

菊
池
人
は
葉は

室む
ろ

正ま
さ

信の
ぶ

さ
ん
で
す
。

文
教
奨
励
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た

孔
子
堂
。
お
話
を
聞
い
て
、
改
め

て
日
々
勉
強
だ
と
い
う
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。「
知
之
者
不
如
好
之

者
、
好
之
者
不
如
樂
之
者
」。
今

の
仕
事
を
も
っ
と
楽
し
め
る
よ
う

に
、
こ
の
言
葉
を
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
い
こ
う
と
思
う
、
広
報
担

当
4
年
目
の
三
代
で
す
。
今
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。三

代

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ
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5R4.
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

24 25 26 27
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

28 29 昭和の日 30

5/1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日
●アンデルセンのお
はなし会
14：00～旭　図

5 こどもの日 6
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

7
●アンデルセンのお
はなし会
11：00～泗　図

8 9 10
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所保険年金課
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

11
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
■行政無料相談
10：00～正午菊市所
総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

12
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

13 14
おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

15
●おたのしみ会
14：00～泗　図

16 17
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

18
■男女共同参画専門
委員相談
13：30～16：30（要予
約）菊市所人権啓発・
男女共同参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

19 20
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

21
おはなしパレット
10：30～菊中図
●おはなし会
11：０0～七　図
●おはなし会
14：00～旭　図
●えいごのおはなし会
14：30～菊中図

22 23
●育児教室
9：20～10：00（受付）
こ健セ

24
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所保険年金課
●2歳６カ月児歯科教室
13：20～13：40（受付）
こ健セ
■もの忘れ相談会
13：30～15：00（ 要予
約）菊市所高齢支援課

25
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■行政無料相談
10：00～正午七　公
総務課
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■認知症介護家族の
つどい
１３：３0～15：30菊老福
高齢支援課

26
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

27
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

28
おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

■納付相談夜間窓口
～31日 ～２０：００
菊市所
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

29 30 31 6/1
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

2 3 4

新型コロナウイルス感染症の
影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報は
ホームページをご確認ください。

253

菊池人
葉室正信さん

将来の菊池市のために
第３次菊池市総合計画
を策定しました

ー 特集 ー  子育て支援

笑顔になれる場所
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

5

CO2 削減に貢献しています!



令和３年３月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,077 人 －206
　 菊池：23,283 人 －109
　 七城： 5,124 人 －37
　 旭志： 4,230 人 －27
　 泗水：14,440 人 －33
男　性：22,618 人 －113
女　性：24,459 人 －93
世　帯： 19,634 世帯 9

年齢別人口 
0～14歳 5,965 人 13%
15～64歳 24,863 人 53%
65歳以上 16,249 人 34%
自然増減 社会増減
出  生：21 転  入：271
死  亡：60 転  出：437

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
　市内の花き農家ではトル
コギキョウの収穫作業の最
盛期を迎えていました。上

うえ

田
だ

京
きょう

子
こ

さん（南古閑）は白や
ピンクなどの花の状態を確
認しながら、ハサミを使って
１本ずつ丁寧に収穫してい
きました。5月8日㈰は母の
日。日頃の感謝の気持ちを
華やかな花に込めて、贈っ
てみませんか。

３ 菊池人　葉室 正信さん

４ 【特集】 子育て支援

笑顔になれる場所
8 菊池市議会議員一般選挙
9 第3次菊池市総合計画策定

10 令和4年度　当初予算が決まりました

12 健康だより がんを予防するワクチン接種を／歯ッピーキッズ
13 国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

16
17

菊池一族の遺産／人権・同和教育シリーズ
観光戦略マネージャーが着任しました／市民の広場

18

～

25

情報つう
▼お知らせ
職員人事異動（４月１日付）係長級以上／５月12日は民生委員・児童委
員の日／手話通訳者を配置しています／すまいの再建支援策申請期
限が延長されました／春の狂犬病予防集合注射と犬の登録を実施し
ます／菊池市空家等撤去補助金／各種手当の額が変わりました／菊
池市文化芸術等出場報奨金制度／中小企業退職金共済制度／道路
にはみ出した樹木はせん定・伐採してください／環境通信／浄化槽の
設置申請は早めにお願いします／運転免許証の自主返納を考えてい
る人へ／家畜排せつ物は適正に管理してください／命のバトンで万
が一の事態に備えましょう／市道の危険箇所を発見したらご連絡くだ
さい／知っていますか？ヘルプカード／繁殖期の野鳥保護と指導取締
強化月間／農業保険をご存知ですか／ペットも守ろう！防災対策／軽
自動車・普通自動車税の納付期限は５月31日です／特殊肥料「椿油粕」
は適正に使用しましょう
▼募集

「男の手料理教室」参加者募集／職業訓練コース参加者募集／統計
調査員を募集しています／プール監視員募集　
▼相談・講演講習
ひきこもり相談／くらしサポートセンターを開設しています／もの
忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／納付相談夜間窓口を開設
します／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／狩猟免
許試験・更新／第２回装飾古墳館・菊文研講座
▼イベント
似顔絵イベントを開催します／わいふ一番館ギャラリー展示／バルー
ンアート体験会

２6 高校魅力化全力通信
27 菊池っ子だより

28 TOPICS～まちの話題～

30 市長からのメッセージ／休日在宅当番医
31 ハッピーバースデー

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

　
「
礼
節
正
し
い
品
格
の
あ
る
子
ど
も
に

育
っ
て
ほ
し
い
」。
高
野
瀬
区
を
拠
点
に
学

び
を
と
お
し
た
青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
む
。

「
こ
こ
は
、
菊
池
一
族
が
文
化
奨
励
の
た
め

に
創
建
し
た
孔
子
堂
が
あ
っ
た
場
所
。
地
域

で
育
つ
子
た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
ん

で
す
」。

　

平
成
28
年
の
高
野
瀬
区
公
民
館
建
設
を
機

に
、
地
元
の
小
中
学
生
が
論
語
を
学
ん
だ
り
、

料
理
を
と
お
し
て
食
育
を
学
ん
だ
り
す
る

“
孔
子
堂
大
学
”
を
設
立
。「
人
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
性
質
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
教
育
や
環
境
で
大
き

な
差
が
出
て
く
る
。
学
び
た
い
と
思
う
子
ど

も
に
そ
の
機
会
を
つ
く
り
た
い
」。
希
望
す

る
子
は
大
学
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
大
学
と
名
付
け
た
。

　

教
員
を
し
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、
自
ら

授
業
を
す
る
こ
と
も
。「
大
人
は
利
害
関
係

を
考
え
て
行
動
す
る
が
、
子
ど
も
は
損
得
を

考
え
ず
、
自
分
の
た
め
に
素
直
に
勉
強
す
る
。

教
わ
る
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
。

授
業
で
は
自
主
性
を
大
事
に
し
て
い
る
。「
間

違
え
て
も
い
い
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
楽
し

む
こ
と
。
伸
び
伸
び
で
き
る
よ
う
に
、
教
え

る
の
で
は
な
く
、
支
援
す
る
と
い
う
気
持
ち

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」。

　

現
在
は
、
孔
子
堂
大
学
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
運
営
を
地
区
の
後
輩
た
ち
に
任
せ
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
守
っ
て
い
る
。「
学

ん
だ
こ
と
が
す
ぐ
に
身
に
つ
か
な
く
て
も
い

い
ん
で
す
。
大
人
に
な
っ
た
時
に
、
少
し
で

も
思
い
出
し
て
く
れ
れ
ば
。
学
ぶ
こ
と
は
楽

し
い
事
。
い
つ
か
そ
う
思
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
」。

Profile　はむろ・まさのぶ
昭和18年2月6日生まれ。熊本大学教育学部を卒業後、
県公立小学校に教員として就職。その後、労働組合に
出向し、菊池支部で書記長を務める。県教組委員長を
退職後、熊本労働金庫理事長、九州労働金庫熊本県本
部長を歴任。妻と２人暮らし。高野瀬区在住。79歳。

教え有りて
　　　類なし

31 2

孔子堂大学運営委員長

葉室 正信さん

1_ 孔子堂大学で行われた「切り絵教室」。子どもたちが楽しめるように工夫をしている 
2_ 趣味は旅行。写真は妻・蘭

らん

子
こ

さんと行った倉敷での一枚 3_ 高野瀬区で行われたど
んどや。同区では多世代の交流が活発に行われている

教え有りて類なし：人は全て平等であり、良い教育を受
ければ誰でも立派になれる

105

「癒しの里菊池」の観光資源開発、加速！
　国土交通省の規制緩和により、民間事業者なども河
川敷地を使用した営業活動が可能となった区域「都市・
地域再生等利用区域」。竜門ダムエントランス広場等は
今年1月に本区域に指定されました。
4月1日には運営事業者が「株式会社
MOFF」に決定。4月7日にはエントラ
ンス広場にてオープニングセレモニー
も行われました。緒

お

方
が た

元
も と

一
か ず

代表は「た
くさんの人に遊びに来てほしい」と笑
顔を見せました。今後、キャンプ場運
営や各種イベントを実施していきます。

【問い合わせ先】
観光振興課観光振興係　☎0968（25）7223

株式会社ＭＯＦＦ
緒

お

方
が た

元
も と

一
か ず

代表

竜門ダムキャンプ場運営事業者が決定

3 22022 May広報きくち2022 May広報きくち



子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
育

て
方
法
が
合
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
、

子
育
て
に
対
す
る
悩
み
を
共
有
で
き
な
い

な
ど
、
孤
立
を
感
じ
る
家
庭
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
受
け
付
け
る
相

談
窓
口
と
し
て
、
子
育
て
支
援
課
内
に
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
く
ぴ

あ
」
を
設
置
。
泗
水
支
所
内
の
「
こ
ど

も
健
診
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
育
児
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
制

度
の
他
、
就
学
前
の
親
子
が
の
ん
び
り
す

ご
せ
る
場
所
と
し
て
、
市
内
各
地
に
子
育

て
支
援
拠
点
を
整
備
。
地
域
や
社
会
で

の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
員
で
し
た
。
制
度
を
知
っ
た
時
、
頼
れ

る
人
が
い
る
ん
だ
と
感
じ
て
、
す
ご
く
安

心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
は
地

域
へ
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
協
力
会
員
を

続
け
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

子
ど
も
の
送
り
迎
え
を
頼
み
た
い
、
歯
医

者
に
行
き
た
い
と
い
っ
た
場
合
な
ど
、
子

ど
も
を一時
的
に
預
か
っ
て
も
ら
え
る
の
が
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
制
度
で
す
。

　
「
少
し
の
手
助
け
で
孤
立
や
虐
待
防
止

の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思

い
ま
す
。私
の
よ
う
な『
お
せ
っ
か
い
さ
ん
』

を
増
や
し
た
い
で
す
ね
」
と
川
口
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
の
増
加
な
ど
、

社
会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
る

　
「
育
児
は
休
み
な
く
毎
日
続
き
ま
す
。

一
人
き
り
で
育
児
を
す
る
「
孤
育
て
」
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
と
つ
な
が
り
を

持
て
る
、
相
談
で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
て

い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
話
す
の

は
子
育
て
支
援
課
の
藤ふ

じ

本も
と

加か

津つ

美み

課
長
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
保

育
園
な
ど
を
含
め
社
会
全
体
で
子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
へ
恩
返
し
が
し
た
い

　
「
笑
顔
が
か
わ
い
い
ね
」。
川か

わ

口ぐ
ち

裕ゆ

美み

子こ

さ
ん
（
片
角
）
の
自
宅
で
は
子
ど
も
た

ち
と
の
会
話
が
は
ず
み
ま
す
。
裕
美
子
さ

ん
は
子
育
て
の
応
援
を
頼
み
た
い
人
（
依

頼
会
員
）
か
ら
、
一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
り
、
子
育
て
世
帯
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
む
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
制

度
の
協
力
会
員
と
し
て
、
昨
年
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。「
も
と
も
と
私
も
依
頼

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
に
よ
り
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子育て相談窓口

預かった幼児と過ごす、川
かわ

口
ぐち

裕
ゆ

美
み

子
こ

さんと娘・歩
ほ

乃
の

佳
か

ちゃん㊧。
裕美子さんは「娘の成長にも良い影響を与えています」と笑顔。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
４

笑
顔
に

な
れ
る
場
所

【
特
集
】 

子
育
て
支
援

●子育ての情報や育児相談
問こども健診センター（泗水支所内）

【育児相談受付時間】
平日 午前９時～午後４時
☎0968（25）1183

● 妊娠期から子育て期までの相談
問菊池市子育て世代包括支援セン  
　ター「きくぴあ」（子育て支援課内）
☎0968（25）1121

● 病児病後児保育
問菊池みゆきこども園「カンガルー　
　のポケット」
☎０９６８（２５）３６０２

●児童虐待、DV相談、子どものこ
　と、女性の悩み相談
問子育て支援課 相談室直通
☎０９６８（２５）１３９９

●保育所、認定こども園の一時預
　かり
●保育士等人材バンク
● ひとり親家庭などに関する相談
問子育て支援課
☎０９６８（２５）7214

インタビュー

子育て支援課

藤
ふじ

本
もと

 加
か

津
つ

美
み

課長

柱
はしら

松
まつ

 真
しん

朗
ろう

会長（雪野）市保育協議会

子育て世帯のために、保育士の力を貸してほしい
　市内では慢性的に保育士が不足して
います。例えば１・２歳児の場合、保育
士１人につき6人までしか保育をするこ
とができません。
　現在、市内では待機児童は発生して
いませんが、このまま人員不足が続くと、
待機児童が発生する見込みがあり、子
育て世帯の負担が増える可能性があり

ます。保育士が不足してしまうと、安心
して子どもを預けることができなくな
ります。
　保育士は、子どもの成長を間近に感
じられ、保護者とも喜び合える素敵な
仕事。資格を持っている人は、各保育
園への連絡、もしくは市保育士等人材
バンクに登録をお願いします。

インタビュー

問市社会福祉協議会
☎080（2781）3642

子育てサポートセンター講習会
と　き　6月18日㈯、25日㈰
　　　　午前9時30分～正午
ところ　 市福祉会館

●子育てサポートセンター
依頼会員と協力会員でつくる組織で
す。協力会員はセンター主催の講
習会を受講後、会員登録になります。
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親
子
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

　
「
一
緒
に
お
ま
ま
ご
と
し
よ
う
」

「
次
は
こ
れ
で
遊
び
た
い
な
」。
中
央

図
書
館
か
ら
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
０
歳
か
ら
就

学
前
の
親
子
の
居
場
所
や
相
談
な
ど

地
域
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
つ

ど
い
の
広
場
「
ひ
だ
ま
り
」。
4
月

か
ら
中
央
図
書
館
内
に
移
転
し
て
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
、
子
育
て
講
座
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
親
子
が
来
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
部
屋
を
自
由
に
開

放
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
遊
ん
で

い
る
そ
ば
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て

や
家
庭
の
悩
み
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
気
分
転
換
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
は
、
親
子
が
気
軽
に
遊
び

や
交
流
が
で
き
る
場
所
。
話
を
聞
く

こ
と
で
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
す
の
は
、
つ
ど
い
の
広
場 

ひ
だ
ま
り
の
藤ふ
じ
本も
と
由ゆ

貴き

子こ

さ
ん
（
片

角
）。「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
で
子
ど
も

と
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る

家
庭
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
子
育
て

に
煮
詰
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
時
、
誰

か
と
話
し
た
い
時
に
保
護
者
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
り
た
い
で

す
ね
」
と
続
け
ま
す
。

交
流
の
輪
が
広
が
る

　
利
用
者
は
結
婚
や
転
勤
を
機
に
市

外
か
ら
来
た
人
な
ど
、
地
元
以
外
の

親
子
も
い
ま
す
。「
居
心
地
が
良
い

の
で
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
友
達
が
で
き
て
、
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長

を
み
ん
な
で
見
守
っ
て
く
れ
る
、「
ひ

だ
ま
り
」
は
そ
ん
な
温
か
い
場
所
で

す
」
と
利
用
者
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

藤
ふじ

本
もと

由
ゆ

貴
き

子
こ

さん（片角）

つどいの広場 ひだまり 

親子の姿を温かく
　　　見守ってくれる場所

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
あ
る
、

子
育
て
支
援
拠
点
。
親
同
士
の
交
流
も
広
が
っ
て
お
り
、

利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
気
分
転
換
が
で
き
る
、な
く

て
は
な
ら
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つどいの広場 ひだまりで行われた読み聞かせ会

【つどいの広場】

【子育て支援センター】

ひだまり（中央図書館内）
☎０80（1714）9818

さくらんぼハウス（菊池さくら保育園内）
☎0968（24）3880

ふ・く・も・と・の・森（福本保育園内）
☎0968（38）4651

妊婦さんやお父さんも利用できます。

スマイル新明（新明保育園内）
☎0968（37）3126

あいあい（こども健診センター２階）
☎０９0（6893）5971

ひなたぼっこ（七城老人福祉センター内）
☎090（8916）4666

市の地域子育て支援拠点

あ
な
た
の

「
笑
顔
に
な
れ
る
場
所
」
は

ど
こ
で
す
か

「
逃
げ
た
金
魚
は
ど
こ
か
な
～
？
」

「
こ
こ
！ 

や
っ
ぱ
り
こ
っ
ち
！
」

自
宅
で

協
力
会
員
の
も
と
で

子
育
て
支
援
拠
点
で

知
ら
な
い
人
同
士
で
も

子
育
て
を
と
お
し
て
会
話
は
弾
み

笑
顔
は
広
が
り
ま
す

地
域
で
、社
会
で

子
ど
も
た
ち
を一緒
に
育
て
て
い
き
ま
せ
ん
か

㊨から緒
お

方
がた

芳
よし

美
み

さん（北原）、椿
つばき

ちゃん、糸
いと

岡
おか

久
く

美
み

子
こ

さ
ん（北原）。「ひだまりのスタッフは母のようにいつも優
しく私の話を聞いてくれます」と芳美さんは笑顔。
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菊池市議会議員一般選挙
【問い合わせ先】 菊池市選挙管理委員会 ☎0968（25）7201

５月２２日㈰午前7時～午後7時
5月１５日㈰

投
票
で
き
る
人

　
令
和
４
年
５
月
14
日
調
製
の
菊
池
市

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登
録
さ
れ

て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

▼ 

平
成
16
年
5
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

▼ 
令
和
４
年
２
月
14
日
ま
で
に
本
市
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

▼ 

令
和
４
年
５
月
14
日
現
在
で
欠
格
事

項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、
２
５
２

条
お
よ
び
政
治
資
金
規
正
法
第
28

条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以
降

に
各
有
権
者
へ
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
該
当
す
る
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
、
ま
た
は
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
不

在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
は

が
き
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
又
は
不

在
者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」
が
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

【
場
所
】

▼
本
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
七
城
支
所
会
議
室

▼
旭
志
支
所
会
議
室

▼
泗
水
支
所
１
階
会
議
室

【
期
間
・
時
間
】

５
月
16
日
㈪
～
21
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
8
時

そ
の
他

▼ 

選
挙
公
報
は
区
長
を
通
じ
て
各
戸
へ

配
布
し
ま
す
。

▼ 

選
挙
当
日
は
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

当
日
は
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

投票区 投票所 区　　　域
第1 熊本県県北広域本部 上町・立町・高野瀬
第2 ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・堀切

第3 菊池市役所本庁舎 中町・下町・切明・立石・迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・大琳寺・北宮

第4 文化会館 西正観寺・東正観寺・片角・亘・築地

第5 藤田公民館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・下木庭・
上木庭

第6 水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝黒仁
田・木佐木・下組・塚原・長六・岩平

第7 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・柏・鉾の甲・生味・古
川・立門

第8 龍門体育館 寺小野・染土・長野・龍門1・雪野・小木・中山・鳳来・
穴川

第9 迫間支館 西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫間・戸豊
水・大柿・菊池平野・茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰

第10 西部市民センター 深川・上長田・野間口・神来・上西寺・中西寺・辻・下
西寺・南古閑・北古閑・東原

第11 花房小学校体育館 村田・下長田・大塚・上出田・下出田 ･ 植古閑・広瀬・
木柑子・花房台

第12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・下赤星・上赤星

第13 七城老人福祉センター 山崎・上水次・下水次・岡田・流川・辺田・台・瀬戸口・
居屋敷の里

第14 七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・西郷従業員住宅・砂田西団
地・羽根木・蟹穴・戸田島・七城田中・本村・加恵

第15 七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・菰入・間所・雇用促進
住宅・岩瀬・前川

第16 リバーサイドパーク 板井・梶迫・林原・元村・新村・打越・内島・小野崎・大
尺・七城松島・上橋田・下橋田

第17 岩本公民館 小川・姫井・九の峰・楠原・岩本・岩本住宅・伊萩
第18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・湯舟・小原・高柳住宅

第19 旭志小学校体育館 妻越・津留・高永・伊坂・大迫・特養あさひが丘荘・新
明団地

第20 川辺コミュニティセンター 片川瀬・尾足・川上・川下・出分・川辺南・あさひが丘

第21 泗水支所
薬師・上高江・福本一・福本二・泗水社・田吹・福本
団地・東原団地・村吉・富・富出分・泗水田中・竹の
下・迫田団地・堂迫団地・北原団地・久米二・久米
一・三万田

第22 泗水東小学校体育館 永・永出分・富納・泗水苑・飛熊・上住吉・南住吉・北
住吉・南山手

第23 泗水西小学校体育館
田島一・田島二・猪の目・岡・泗水平野・井戸方・泗
水佐野・糠泉・辰頭東団地・辰頭西団地・サニーサイ
ド・田島団地・高江・高江出分

第24 泗水 B&G 海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・富の原台・富の原東・ミラ
イアル第1寮・菊池園・富の原北・菊農高寮・富の原
一・富の原西・朝日団地・富の原団地

第25 泗水第 2 体育館 桜山一・桜山二・桜山三・桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九・永南

投票日
告示日

投票所を間違えないようご注意ください。投票所一覧

特例郵便等投票（新型コロ
ナウイルス感染症療養者）
　告示の翌日から選挙当日までの期
間中に新型コロナウイルス感染症で
宿泊・自宅療養などをしている人で、
一定の要件に該当する人は特例郵便
等投票ができます。詳しくは問い合わ
せてください。

投票に行きましょう！
【投票所】 
　消毒液の設置や定期的な換気など、
感染症対策を行います。
　また、全25投票所はスロープの設
置などにより、段差のない投票所です。

【投票所へ行くときは】 
　発熱の確認、マスクの着用、来場前・
帰宅後の手洗い・うがいなど、感染症
対策にご協力ください。また、持参した
鉛筆やシャープペンシルなどを使用し
て投票できます。

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
市
政
の
最
上
位
の
計

画
で
す
。
行
政
が
携
わ
る
全
て
の
分
野

に
お
け
る
主
要
事
業
の
長
期
的
な
方
針

を
示
す
も
の
で
す
。
各
部
署
の
事
業
は
、

こ
の
計
画
の
方
針
に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
3
次
菊
池
市
総
合
計
画
」
は
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
べ
く
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
策
定
審
議
会
な
ど

で
議
論
を
重
ね
て
策
定
し
ま
し
た
。

行
政
と
市
民
が
共
に
考
え
る

　
「
将
来
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」「
こ

う
あ
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
、
自
分
た
ち

が
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
視
点
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
15
の
ま
ち

の
あ
り
た
い
姿
を
導
き
だ
し
ま
し
た
。

　

市
民
が
望
む
あ
り
た
い
姿
に
向
か
っ

て
各
施
策
を
推
進
し
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
菊
池
市
を
市
民
と

一
緒
に
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

目
指
す
将
来
像

「
人
と
自
然
が
調
和
し　

希
望
と
活
力

に
満
ち
た
『
癒
し
の
里
』
き
く
ち
」

　

こ
の
言
葉
の
中
に
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
ま

ち
。
さ
ら
に
、多
く
の
人
が
集
い
、働
き
、

遊
び
、
多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
、
市
民

が
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

3
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱

　

3
つ
の
柱
を
中
心
に
各
施
策
を
推
進

し
、
市
民
が
望
む
ま
ち
の
あ
り
た
い
姿

へ
歩
み
を
進
め
ま
す
。

　

1
つ
目
の
柱
は
「
人
」。
市
民
主
導

に
よ
る
新
し
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
、

地
域
の
核
と
な
る
人
を
育
て
ま
す
。

　

2
つ
目
は
「
自
然
」。
美
し
い
自
然

を
次
の
世
代
へ
引
継
ぎ
、
市
民
主
体
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
広
げ
、
み
ん
な
で

こ
の
自
然
を
守
り
、
育
て
ま
す
。

　

最
後
は
「
経
済
」。
地
域
資
源
を
活

用
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
に
暮
ら

せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

第3次菊池市総合計画
を策定しました

将来の菊池市のために

市では、令和４年度からのまちの将来像を描き、市が目指す
まちづくりの大きな方向性を示す「第3次菊池市総合計画」
を策定しました。

【問い合わせ先】 市長公室 ☎0968（41）4488

新
た
な
視
点

　

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
課

題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
行
政
運
営
に
お
け
る
縦
割
り

組
織
で
は
、
市
民
の
望
む
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
4

つ
の
項
目
を
設
け
、
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
か
つ
総
合
的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

横断的に取り組む項目

人口減少対策（移住定住）の促進
　本市の魅力を広くPRし、若者や子育て世代を中
心とした移住者の受け入れや転出者の抑制を行い、
住み続けられるまちを目指します。

デジタル化の推進
　日常生活に関わるあらゆる分野でデジタル技術
を活用し、誰もがデジタル技術の恩恵を享受できる
地域社会の実現を目指します。

SDGs の推進
　ゴールを各施策に設定し、SDGs の理念や手法を
取り入れた施策の展開を図るとともに、普及啓発に
向けて、市民などとの連携を強化します。

市民協働の推進
　多様な団体が協働・連携し、多世代交流や地域の
つながり、支え合いを深め、さらには地域活性化の
取り組みを進めます。

ホームページから総
合計画を閲覧するこ
とができます↓
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
状
況
に
あ
る
中
、危
機
を
確
実
に
乗

り
越
え
る
た
め
の
必
要
な
措
置
に
加
え
、感
染
拡
大
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
へ
の
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、「
第
３
次
菊
池
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
着
実
な
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
財
政
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

令和4年度

歳 出［ 目的別 ］ ［ 性質別 ］

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入円グラフは「歳
入」「歳出（目的
別・性質別）」を
表しています。 総額２68億800万円 総額２68億800万円

当
初
予
算
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た

歳入
■ 自主財源　地方公共団体が自らの権能に基

づいて自主的に収入するもの
■ 依存財源　国や県の意思決定に基づき収入

されるもの
■ 市税　市民税や固定資産税など市民の皆さ

んからの税金
■ 地方交付税　地域ごとの状況の違いを調整

す るため国税の一部から交付されるお金
■ 国庫支出金・県支出金　特定事業に対し国・県

から使いみちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み入れるお金
■ 市債　長期間利用される市の施設をつくるた

めなどに借り入れるお金

知っておきたい

歳出
■ 義務的経費　人件費、扶助費、公債費を合わ

せた、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費　職員の給料や退職金などの費用
■ 扶助費　保育所の運営、生活保護、子どもの

ための手当て、医療費の援助などの費用
■ 公債費　過去の借入金に要する返済のため

の費用
■ 普通建設事業費　道路工事や施設などを建

設する事業に要する費用
■ 物件費　消耗品や備品などに要する経費、委

託料、光熱水費など
■ 補助費等　公益的な事業などに対しての補

助金や負担金など
■ 繰出金　一般会計から特別会計などに支出

する経費

　
令
和
４
年
度
は
、
次
の
世
代
へ
負
担

を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
緊
急
性

や
実
効
性
の
高
い
事
業
を
優
先
し
、
今

ま
で
以
上
に
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、「
第
３
次
菊
池
市

総
合
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
、
人
と

自
然
が
調
和
し
、
希
望
と
活
力
に
満
ち

た
『
癒
し
の
里
』
き
く
ち
を
目
指
し
、

各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
基
本
的
な
感
染
予
防
に
つ

い
て
の
啓
発
お
よ
び
対
策
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
滞
り
な
く
希
望
の
接

種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
万
全
の
体
制
で
取
り
組

み
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
疲
弊
し
て
い
る

地
域
経
済
に
つ
い
て
は
、
再
興
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
支
援
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

重
点
（
主
要
）
施
策

５
つ
の
政
策
分
野

❶
産
業
と
経
済
に
つ
い
て

　

菊
池
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
菊
池

フ
ァ
ン
の
創
出
拡
大
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
終
息
に
合
わ
せ
て
、
体
験
や

交
流
の
機
会
を
増
や
し
、
将
来
的
に
リ

ピ
ー
タ
ー
や
移
住
な
ど
に
も
つ
な
が
る

関
係
人
口
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開

発
や
返
礼
品
取
扱
事
業
者
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
農
家
の
確

保
と
育
成
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
本
市
独
自
の
新
規
農
業

就
業
奨
励
金
や
国
の
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
の
活
用
促
進
、
日
本
農
業
経

営
大
学
校
を
運
営
す
る
ア
グ
リ
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し
た
農
業
経

営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
を
確
保
し
、
優
れ
た
農
業
者

を
育
成
し
ま
す
。

　
創
業
を
目
指
す
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

起
業
塾
・
講
座
な
ど
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー

や
個
別
相
談
会
を
開
催
し
、
創
業
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
や
個
別
課
題
の
解

決
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
創
業
に
か

か
る
資
金
を
支
援
し
ま
す
。

❷
子
育
て
と
健
康
福
祉
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
は
、

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
障
が
い
の

あ
る
児
童
や
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児

童
を
含
め
、
保
育
を
必
要
と
す
る
全
て

の
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
態
勢
を
整
え
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
特
に
糖
尿
病

レ
ッ
ジ
」
を
創
設
し
、
よ
り
一
層
「
学

び
と
活
動
の
循
環
」
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

❺
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
別

施
設
計
画
に
基
づ
く
支
所
整
備
事
業
が

本
年
度
の
七
城
支
所
外
構
工
事
を
も
っ

て
全
て
完
了
し
ま
す
。
そ
の
他
の
公
共

施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市

民
や
利
用
者
な
ど
と
の
合
意
形
成
に
努

め
な
が
ら
個
別
施
設
計
画
を
推
進
し
、

合
理
化
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し

ま
す
。
併
せ
て
、
各
種
申
請
書
な
ど
の

押
印
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

予
算
の
規
模

　
一
般
会
計
予
算
は
、令
和
３
年
度（
骨

格
＋
肉
付
）
と
比
べ
て
0
・
２
％
減
の

２
６
８
億
８
０
０
万
円
で
す
。

●
歳
入

　
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、
前
年
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
減
収
を
通
常
の
収
入
額
ま
で

引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
か

ら
13
・
５
％
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

国
・
県
な
ど
の
特
定
財
源
お
よ
び
地
方

交
付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足
す
る
歳

出
に
見
合
う
財
源
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
健
全
な
財
政
運
営
を
検
証
し
、
地
方

交
付
税
の
振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政

や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
や
脳
卒
中
、
心
疾
患
、
慢
性
腎
臓

病
な
ど
の
重
症
化
予
防
を
進
め
る
と
と

も
に
、
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
や
健

診
結
果
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

❸
自
然
環
境
と
暮
ら
し
の
基
盤
に
つ
い
て

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
活

性
化
を
図
り
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
な
ど
の
情
報
弱
者
が
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
防
災

情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

戸
別
受
信
機
の
貸
与
事
業
を
迅
速
に
進

め
ま
す
。

　
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
生

活
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
と
地
域
活

性
化
お
よ
び
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保

の
た
め
、
計
画
的
に
道
路
改
良
、
舗
装

補
修
、
側
溝
整
備
、
橋
り
ょ
う
修
繕
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。

❹
教
育
と
文
化
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、「
菊
池
市

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ

き
、
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
「
泗
水

中
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事
」
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
菊
池
南
中
学

校
の
改
修
工
事
の
詳
細
設
計
を
実
施
し
、

令
和
５
年
か
ら
２
カ
年
で
の
改
修
を
目

指
し
ま
す
。

　
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
主
催
講
座
な

ど
の
学
習
成
果
を
自
己
実
現
の
み
な
ら

ず
、
地
域
課
題
な
ど
の
各
種
問
題
解
決

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
や
生
涯
学
習
指
導

者
な
ど
の
養
成
を
行
う
「
キ
ク
ロ
ス
カ

対
策
債
２
億
４
２
２
０
万
円
の
発
行
と
、

財
政
調
整
基
金
を
７
億
５
４
０
０
万
円

取
り
崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
歳
出

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
道
路
橋
り
ょ

う
維
持
事
業
（
６
億
２
９
３
１
万

円
）、
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業

（
４
億
６
６
９
１
万
円
）、
道
路
橋
り
ょ

う
新
設
改
良
事
業
（
３
億
３
９
９
９
万

円
）、
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

（
３
億
１
万
円
）、
保
育
園
等
施
設
整
備

事
業
（
２
億
３
０
１
４
万
円
）
お
よ
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
整
備

（
１
億
２
５
６
５
万
円
）
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
令
和
４
年
度
予

算
書
」
と
「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

扶助費 24.2%
65億274万円

民生費 38.3%
102億6,563万円

市税 20.8%
55億8,293万円

その他（分担金、負
担金、使用料など） 
10.3%
27億4,220万円

国庫支出金 15.2%
40億7,041万円

県支出金 9.5%
25億3,938万円

地方債 7.0%
18億8,870万円

地方交付税 31.3%
84億円

地方譲与税等 5.9%
15億8,438万円

総務費 11.8%
31億6,495万円教育費

10.0%
26億8,708万円

公債費 13.4%
35億7,986万円

土木費 9.6%
25億6,937万円

農林水産業費 5.7%
15億3,493万円

衛生費 5.3%
14億2,793万円

義務的
経費
54.8%

その他の
経費
36.1%

自主財源
31.1%

依存財源
68.9%

投資的
経費
9.1%

人件費 17.2%
46億54万円

公債費 13.3%
35億7,987万円普通建設事業費等

9.1%
24億3,857万円

補助費等 15.4%
41億2,183万円

物件費 12.3%
32億8,685万円

繰出金 6.1%
16億3,604万円

維持補修費 0.3%
8,772万円 その他 1.3%

3億4,971万円
積立金 0.8%
2億413万円消防費 3.7%

9億8,474万円

商工費 1.3%
3億5,747万円

議会費 0.8%
2億404万円

その他 0.1%
3,200万円

財 政 語用
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８ 問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

～ 日常の活動で骨を強くする ～
　日常の活動でも骨を強くすることができます。掃除
は散歩と同じくらいの運動量があり、立っていること
は座っていることよりも骨に負荷がかかり、骨は強く
なります。日常の活動をしっかりと行い、続ける事が、
強い骨を作っていく運動になります。

日常の活動例
　調理、買い物、床掃除、洗濯物干し、階段の昇り降り、
草取り、通勤・通学など、日々の生活で必要な動作
　和式の生活（布団に寝る、座布団を使っての立ち座
り）は、自然と骨に負荷がかかり強い骨を作っています。
洋式の生活では、体への負担が少ない反面、骨への
負荷も少なくなっています。筋力やバランス能力を鍛
える点では和式の生活が良いのかもしれません。
 しかし、膝関節や股関節に負担がかかることで痛みが
ある場合などは無理しないことが大切です。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

し
て
も
、
免
疫
機
能
に
よ
り
排
除
さ
れ

ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
ず
に

長
期
間
感
染
が
続
く
場
合
が
あ
り
、
が

ん
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
の
入
口
付
近
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
婦
人
科
の
診
察
で
観
察

や
検
査
し
や
す
く
、
発
見
さ
れ
や
す
い

が
ん
で
す
。
ま
た
、
早
期
に
発
見
す
れ

ば
比
較
的
治
療
し
や
す
く
予
後
の
良
い

が
ん
で
す
が
、
進
行
す
る
と
治
療
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
が
極
め
て

重
要
で
す
。

　
予
防
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
感
染
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
よ
っ
て

前
が
ん
病
変
を
早
期
発
見
・
治
療
す
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん
全
体
の

50
～
70%

の
原
因
と
さ
れ
る
2
種
類

の
ウ
イ
ル
ス
（
16
型
と
18
型
）
の
持
続

感
染
な
ど
の
予
防
効
果
を
持
ち
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

現
在
、
定
期
接
種
と
し
て
使
用
で
き

る
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
種
類
で
す
。
い
ず

れ
も
、
3
回
の
接
種
が
必
要
で
、
1
回

目
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
2
、
3
回

目
も
接
種
し
ま
す
。

○
対
象
ワ
ク
チ
ン

・
2
価
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス®

）　　

・
4
価
（
ガ
ー
ダ
シ
ル®

）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
勧
奨
再
開

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
25
年
4

月
に
小
学
校
6
年
生
～
高
校
1
年
生
相

当
を
対
象
に
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た

が
、
接
種
後
に
「
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果

関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
疼
痛

の
発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

国
民
に
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま

で
の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
平
成
25

年
6
月
に
「
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
で
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
向
け
て
審
議
さ
れ
、
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
、
改
め
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
つ
い
て
特
段
の
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
接
種
に

よ
る
有
効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
明

ら
か
に
上
回
る
と
し
て
、
令
和
4
年
4

月
よ
り
積
極
的
勧
奨
の
再
開
が
決
定
し

ま
し
た
。　

子
宮
頸
が
ん
の
概
要

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
入
口
の
子
宮

頸
部
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
発
生
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
が
発
生
す
る
原
因
は
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

に
持
続
的
に
感
染
す
る
こ
と
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し
、

多
く
の
女
性
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す

る
と
言
わ
れ
る
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
通
常
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の

差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
機
会
を
逃
し

た
人
に
対
し
、
公
平
な
接
種
機
会
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
特
例
と
し
て
、
令

和
4
年
度
よ
り
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

を
超
え
て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

対
象
者　

平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成

18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
平
成
18
、
19
年
度
生
ま
れ
の
女
子

通
常
の
対
象
年
齢
を
超
え
て
も
、
令

和
7
年
3
月
末
ま
で
接
種
可
能

接
種
期
間　

～
令
和
7
年
3
月
31
日

そ
の
他　

過
去
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が

あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
接
種
を
中
断
し

て
い
た
人
は
、
残
り
の
回
数
の
接
種
を

行
い
ま
す
。

個
別
通
知　

対
象
者
宛
て
に
5
月
に
個

別
通
知(

予
診
票
同
封)

を
行
い
ま
す
。

対
象
以
外
の
人
で
、
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
健
康
推
進
課
窓
口
で
予
診
票

を
発
行
し
ま
す
。

※
発
行
の
際
は
、
母
子
手
帳
が
必
要

個
別
通
知
対
象
者　

令
和
４
年
4
月
１

日
現
在
、
12
歳
・
15
歳
・
17
歳
～
26
歳

の
人

接
種
当
日
の
留
意
事
項

▼
小
学
6
年
生
～
中
学
3
年
生
は
、
保

護
者
同
伴
が
必
須
▼
高
校
1
年
生
～
高

校
3
年
生
は
原
則
保
護
者
同
伴
。
同
伴

で
き
な
い
場
合
は
、「
保
護
者
同
意
書
」

を
当
日
に
持
参
（
保
護
者
同
意
書
は
、

健
康
推
進
課
窓
口
に
設
置
）
▼
当
日
は
、

予
診
票
、
母
子
手
帳
、
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
持
参

安全性が確認されるまで積極的勧奨が控えられていた子宮頸がんワクチン（以下HPVワ
クチン）。これまで、接種機会のなかった人を対象としたキャッチアップ接種が決定しまし
た。今回は、ＨＰＶワクチンについてお知らせします。

あなたに寄り添う国民年金 がんを予防するワクチン接種を

3月の3歳児健診で虫歯のなかった人を紹介しま
す！（敬称略）※行政区は検診日時点

梅
うめ

田
だ

和
かず

弥
や

（野間口）
古

こ

閑
が

　光
ひかる

（野間口）
堤
つつみ

　虹
に

心
こ

（辻）
西
にし

村
むら

心
ここ

花
な

（東原）
渕
ふち

上
がみ

侑
ゆう

我
が

（中西寺）
本
ほん

多
だ

さくら（中西寺）
後

ご

藤
とう

　凪
なぎと

（上出田）
西
にし

岡
おか

紘
ひろ

斗
と

（上赤星）
門
もん

田
だ

望
のぞ

叶
み

（上赤星）
中
なが

林
ばやし

　瞳
ひとみ

（植古閑）
秋
あき

岡
おか

　豊
ゆたか

（山崎）
上
うえ

野
の

稜
りょ

央
お

（内島）
髙
たか

本
もと

知
ち

花
か

（下水次）
野

の

中
なか

悠
ゆう

翔
と

（七城田中）

福
ふく

島
しま

明
あか

音
ね

（高田）
平
ひら

山
やま

陽
ひ

茉
ま

莉
り

（新古閑）
園
その

田
だ

竹
たく

麻
ま

（大尺）
谷
たに

田
だ

悠
はる

馬
ま

（湯舟）
松
まつ

岡
おか

咲
さ

都
と

（片川瀬）
三

み

池
いけ

汐
しお

里
り

（高永）
井
いの

口
くち

翔
しょう

惺
せい

（桜山六）
今
いま

村
むら

陸
りく

人
と

（桜山二）
中
なか

山
やま

綺
き

心
し

（朝日団地）
樋

ひ

口
ぐち

瑛
えい

人
と

（桜山一）
古
ふる

市
いち

　侑
たすく

（田島二）
右
みぎ

田
た

彩
さ

姫
き

（辰頭西団地）
山
やま

田
だ

　陵
りょう

（桜山三）
三

み

池
いけ

　陽
ひかり

（朝日団地）

むし歯を予防するためには　❶むし歯菌を減らすため
の毎日の仕上げ磨き ❷甘いものを減らしたおやつの工
夫 ❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

「
産
前
産
後
免
除
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月

前
か
ら
6
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
出
産

日
が
平
成
31
年
2
月
1
日
以
降
の
人
。

届
出
時
期　

　

出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
届
出

可
能
で
す
。

産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

届
出
先　

　

保
険
年
金
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

添
付
書
類

● 

出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合
：
母
子

健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
が
分
か

る
も
の

● 

出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合
：
被
保

険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
と
親
子
関
係

が
分
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内「
2
を
押
し
て
2
」

国
民
年
金
保
険
料
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
が
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

対　

象

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納
付
特
例

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所

得
が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
な
ど

の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
・
請
求
手
続
き
に
は

「
予
約
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

予
約
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
年
金
事
務
所
（
予
約
専
用
）

　

☎
０
５
７
０（
05
）４
８
９
０

■
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

■
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本　

　

☎
０
９
６（
２
０
６
）２
４
４
４　

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

～ 献血にご協力ください ～

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。
問健康推進課健康推進係　☎0968（25）7219

●５月17日㈫　県北広域本部
　午前9時～11時45分
●５月27日㈮　市役所正面玄関
　午前9時30分～11時、午後０時15分～４時　
●５月30日㈪　県北広域本部
　午前9時30分～11時30分、午後０時45分～4時

内 容 ４００ml献血

健康
ポイント
対象
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

辛こ

夷ぶ
し

咲
く
母
の
墓
前
に
手
を
合
は
す

雛ひ
な

飾
る
十
一
段
を
華は

な

や
か
に

句
づ
く
り
の
進
ま
ぬ
こ
と
よ
春
炬こ

燵た
つ

一
仕
事
終
へ
て
寛く

つ
ろぐ
春
炬
燵

一
声
に
天
空
展ひ

ろ

げ
揚あ

げ

雲ひ

雀ば
り

万
句
の
里
俳
句
会  

３
月
句
会

ま
だ
寒
き
弥
生
の
川
面
に
い
づ
く
へ
か
立
つ
時
待
ち
い
る
如
き
鴨
群
れ

ひ
い
孫
の
三み

人た
り

そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
見
せ
来
し
夢
膨
ら
ま
せ

三・一
一
津
波
が
襲
う
そ
の
下
に
人
が
呑
ま
る
る
姿
が
浮
か
ぶ

日
毎
来
る
い
た
ず
ら
好
き
の
鵯
な
れ
ど
声
き
か
ぬ
今
日
耳
そ
ば
だ
つ
る

長
か
り
し
冬
の
暮
ら
し
に
堪
え
来
た
り
今
日
は
二
十
度
急
に
春
来
し

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

七
城
短
歌
会  

３
月
詠
草

略
奪
の
ロ
シ
ア
の
兵
に
怯
え
泣
く
幼
な
日
顕
ち
て
映
像
揺
る
る

節
分
の
豆
ま
く
幼
な
日
思
い
出
の
尽
き
る
こ
と
な
く
豆
煎
る
我
は

“
ま
だ
遊
ぶ
”
部
屋
に
入
ら
ぬ
二
歳
児
に
園
舎
を
回
っ
て
ミ
ニ
ミ
ニ
散
歩

「
み
ほ
と
け
さ
ま
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
く
だ
さ
い
」
と
願
掛
け
石
に
吾
子
は
手
合
わ
す

坂
道
を
一
輪
車
押
す
ジ
グ
ザ
グ
に
堆
肥
運
べ
る
春
の
菜
園

坂
本　
玲
子

桑
野　
睦
子

緒
方　
悦
子

原
口　
紗
季

梶
原
美
智
代

「
里
」短
歌
会  

３
月
詠
草

枝
垂
れ
梅
見
事
に
咲
き
て
癒
さ
れ
る
今
は
巣
ご
も
り
耐
え
る
日
常

ぽ
ん
ぽ
ん
と
竹
節
は
じ
け
燃
ゆ
る
音
火
燵
に
聞
き
し
今
年
の
ど
ん
ど
や

山
は
雪
一
夜
あ
く
れ
ば
白
き
布
纏
い
し
姿
風
の
つ
め
た
く

桜
花
玲れ

い

瓏ろ
う

と
し
て
天
に
あ
り
前さ

き

山や
ま

高
く
里
を
見
守
る

買
い
物
も
記
し
た
メ
モ
な
ど
忘
れ
ず
に
品
整
え
ば
今
日
は
花
丸

田
中　
遥
子

山
城　
雅
子

岩
根　
博
恵

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

渓
流
短
歌
会  

３
月
詠
草

満
開
の
花
に
降
る
雨
現
し
世
の
祈
っ
て
も
尚
叶
わ
ぬ
願
い

切
り
通
す
坂
ゆ
見
下
ろ
す
大
き
景
終
ひ
の
住
処
を
深
く
抱
け
り

落
ち
て
な
ほ
威
儀
を
正
せ
り
白
椿
吾
が
人
生
の
終
章
胸
に
ぞ

助
手
席
に
眠
り
こ
け
た
る
媼お

う
なの
せ
軽
ト
ラ
が
曲
が
り
春
の
日
暮
る
る

唐
突
に
羽
音
た
か
ま
り
蜜
蜂
の
大
群
が
空
を
埋う

ず

め
飛
び
交
う

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

中
川　
愛
子

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

菊
池
短
歌
会  

４
月
詠
草

憧
れ
の
制
服
届
く
春
の
昼

用
水
の
柳
並
木
の
芽
吹
き
か
な

地
下
街
に
沈
み
ゆ
く
肩
春
シ
ョ
ー
ル

雨
粒
の
垂
れ
て
木
の
芽
の
光
り
け
り

ひ
と
も
じ
を
グ
ル
グ
ル
巻
い
て
肥
後
の
味

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

守
田　
惟
誠

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

３
月
例
会

ワ
ク
チ
ン
を
終
え
た
る
夜
半
の
す
き
ま
風

リ
ビ
ン
グ
へ
初
音
届
き
て
緩
む
顔

猫
の
恋
し
な
や
か
そ
ぶ
り
猫
パ
ン
チ

寅
年
の
五
回
目
の
娘
や
花
八
つ
手

二
人
居
に
余
る
野
菜
や
春
隣

稗
田　
達
恵

中
尾
ヨ
シ
コ

藤
本
け
い
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

３
月
詠
草 吉

田　
和
弘

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

川
口　
二
子

隈
部　
輝
子

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

テーマ
「もやもやからの脱出」

講
談
社

3

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

2

秀
和
シ
ス
テ
ム

1

文
研
出
版

4

1 オトナ女子の
　おうちセルフケア

パイインターナショナル／編集

２ 君たちに贈る 明日への
　勇気が湧いてくる
　広告コピー

　悩んだり、迷ったりしている
人におすすめ。言葉の力を感
じる1冊です。

　怒られて家出したぼく。見
上げると目の前には「どこか」
行きのバスが止まった。

長
なが

田
た

　弘
ひろし

／作　荒
あら

井
い

良
りょう

二
じ

／絵

山
やま

口
ぐち

　創
そう

・中
なか

川
がわ

れい子
こ

／著

３ 空の絵本

　不安やストレスを抱える人
が多いこの時代。自分でケア
する方法を紹介します。

　空の表情が段々変わってい
くのが色彩豊かに描かれてい
ます。

図 書 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332 キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

井
いの

上
うえ

よう子
こ

／作
くすはら順

じゅん

子
こ

／絵

4  どこかいきのバス

公 民 館

撮影：菊池広報（令和4年3月）

今月のおすすめ本

イベント情報

公 民 館

　公民館は「つどう・つなげる・つづける・つかう ～まちづ
くり交流の場～」をテーマに掲げて活動しています。

【 つ ど う 】

【つなげる】
【つづける】
 

【 つ か う 】

～４つの「つ」～
誰もが気軽に立ち寄って集まることで、新た
な発見を生む。
人と情報・学び・まちをつなげ、交流を生み出す。
 ふるさとの歴史や文化を次世代に伝え、菊池
の未来を創造する。
 学び、学んだことを活用し、地域課題の解決
や地域づくりを進める。

↑詳しくは
 こちらから

　公民館にはさまざまな部屋があります。サークル活動
や会議など、用途に合わせて利用してください。

借りる方法
1 予約ウェブサイト「菊池市公共施設予約システム」で部
屋の空き状況を確認。2 利用したい日時で仮予約をする

（団体登録時にID が発行されています）。3 仮予約した
日を含めて7日以内に公民館の窓口で申請書の記入と利
用料の支払いをする。4 当日、利用する。
※ インターネットが利用できない場合は電話で申

し込みできます（平日午前８時30分～午後５時）
※ 初めて利用する人や前回利用したのが令和２年

8月以前の人は、団体登録が必要です ↑予約は
 こちらから

「展示スペース」を利用しませんか
　利用者が学習成果を発表する場として
ギャラリーおよび廊下を展示スペースと
して、公民館を利用できる団体に無料で
貸し出しています。

　公民館は市民の「学び」と「活動」を応援しています。新
たなことにチャレンジしたいと思っている人は、近くの公
民館へ気軽にお尋ねください。

主催講座を受講したい
1 広報きくち4月号・9月号と一緒に配布しているチラシ
をチェック。2 希望の講座に申し込む。3 講座に参加す
る。※定員に満たない講座は随時受け付けています

世界を知ろう ～ミャンマーってどんな国？～

　図書館の多文化共生イベント「世界を知ろう」シリーズ。
ミャンマーについて、イデアITカレッジ 阿蘇の鈴

すず
木
き

俊
とし

郎
ろう

副校長に話を聞きます。皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。　　　

と　き　5月28日㈯ 午後２時～4時
ところ　中央図書館ステップ
※各イベントの詳細はHPやフェイスブックでもお知らせ
　しています
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問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

200

今
年
２
月
、本
市
の
路
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
、部

落
差
別
に
関
す
る
落
書
き
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

昨
年
以
降
、菊
池
管
内
で
は
部
落
差
別
事
件
や
部

落
差
別
に
関
す
る
落
書
き
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。い
ま
だ
に
偏
見
や
差
別
意
識
が
社
会
に

根
付
い
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。今
回
は
、公
共
施

設
に
で
は
な
く
、個
人
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
、相
手

を
蔑
む
差
別
的
な
呼
称
が
落
書
き
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

悪
質
で
卑
劣
な
犯
罪
行
為

落
書
き
は
、軽
犯
罪
法
や
刑
法
の
器
物
損
壊
罪

な
ど
で
罰
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で
す
。さ
ら
に
、差

別
表
現
に
よ
り
、人
の
心
を
深
く
傷
つ
け
る
重
大

な
人
権
侵
害
と
い
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な
落
書
き

は
、無
差
別
に
人
を
攻
撃
し
て
、人
の
心
を
傷
つ
け
、

時
に
は
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。　

ま
た
、自
分
の
欲
望
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、見

た
人
に
、偏
見
や
思
い
込
み
に
よ
り
新
た
な
差
別

意
識
を
植
え
付
け
た
り
、助
長
し
た
り
す
る
恐
れ

も
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

差
別
落
書
き
が
意
味
す
る
こ
と

差
別
落
書
き
は
非
常
に
匿
名
性
が
高
く
、特
定

が
困
難
で
す
。内
容
も
日
頃
の
自
分
自
身
の
差
別

的
な
考
え
や
思
い
が「
卑
劣
な
差
別
落
書
き
」と
し

て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。し
か
し
、こ
の
こ
と

が
ど
れ
だ
け
人
を
深
く
傷
つ
け
、苦
し
め
、不
安
に

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
、私
た
ち
は
よ
く
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

落
書
き
を
し
た
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
問
題
で
す

が
、広
く
社
会
に
存
在
す
る
差
別
意
識
も
問
題
で

あ
り
、こ
う
い
っ
た
差
別
意
識
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

今
回
の
部
落
差
別
落
書
き
を
受
け
て
す
ぐ
、「
許

せ
な
い
行
為
」と
し
て
全
職
員
で
情
報
を
共
有
し
、

公
共
施
設
に
差
別
落
書
き
が
な
い
か
確
認
を
行
い

ま
し
た
。あ
る
小
中
学
校
の
教
職
員
か
ら
も「
傷
つ

く
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。こ
れ
は
大
変
な
問
題
だ
」

と
怒
り
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
現
実
か
、い
つ
に
な
っ
た
ら
差
別
が
な

く
な
る
の
か
、孫
に
は
見
せ
ら
れ
ん
」と
怒
り
と
悲

痛
の
声
や
想
い
も
届
き
ま
し
た
。

人
権
問
題
は「
自
分
に
は
関
係
な
い
」と
思
わ
ず

に
、自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。一人
ひ
と
り
が
自
分
の
心
に
問
い
か
け
る
こ
と

が
、差
別
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃・人
権
擁

護
に
関
す
る
条
例
の
第
3
条
に
は
、差
別
を
な
く

す
た
め
の
市
民
の
責
務
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
を

め
ざ
し
、市
民
み
ん
な
で
学
び
合
い
、共
に
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
。市
で
は
今
後
も
部
落
差
別
を
は
じ

め
、あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
人
権
教
育・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

差
別
落
書
き
な
ど
を
発
見
し
た
場
合

も
し
も
、こ
の
よ
う
な
差
別
落
書
き
な
ど
を
発

見
し
た
場
合
は
、す
ぐ
に
消
さ
ず
に
、市
役
所
や
施

設
の
管
理
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

差
別
落
書
き
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

市民の広場

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。
行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

掲載申込
フォーム⇒

　古くから「文教菊池」といわれてきた菊池市。本年度
の菊池の歴史講座は、その文教菊池に焦点をあてて学
んでいきます。
主　催　（一社）　菊池教育会
と　き　毎月第3㈯　午前10時～11時30分
ところ　菊池教育会館（隈府中町81）
受講料　1回500円（資料代）
講　師　堤

つつみ

克
か つ

彦
ひ こ

先生（文学博士）
問●申菊池教育会
　　坂

さ か

本
も と

　☎0968（25）2316  携帯090（4716）8945

「菊池の歴史講座」受講者募集

　菊池遺産になっている、菊池川流域の隠れキリシタン
の人たちの信仰と、宣教師アルメイダの歩いた道を辿っ
てみませんか。パネル展を開催しますので、皆さんぜひ
ご覧ください。

と　き　5月１日㈰～31日㈫　
　　　　※午前10時～午後3時開園
ところ　元菊池聖母幼稚園（隈府278‐４）
問●申松

ま つ

本
も と

隆
た か

子
こ

　☎090（5924）4226

宣教師アルメイダ　パネル展

　絵が好きな小学生、将来は美術の仕事をしたいと夢を
もつ中学生、放課後に絵を学びませんか。
　無料体験もあります。 詳しくはお問い合わせください。

と　き　毎月第1・３㈬ 2時間（午後3時30分～6時30分内）
ところ　元菊池聖母幼稚園（隈府278‐４）
受講料　3千円／月　※入会金はありません
講　師　森

もり

田
た

貴
たか

博
ひろ

（洋画家）・平
ひら

井
い

栄
えい

美
み

（版画家）
問●申平

ひら

井
い

　☎0７0（５０８３）３９９３

菊池絵画教室アッシジ　生徒募集

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

わ
れ
ま
し
た
。
特
に
社
寺
の
建
造
に
つ
い
て
は
、

赤
星
の
早
鷹
天
神
、
深
川
の
佐
保
川
八
幡
宮
を

は
じ
め
、
現
在
の
菊
池
市
内
に
6
件
、
市
外
の

も
の
ま
で
含
め
る
と
21
件
が
則
隆
由
来
と
し
て

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
荘
園
を
確
保
充
実

し
、
荘
民
の
支
持
を
得
る
か
と
い
う
こ
と
に
心

を
砕
い
て
い
た
の
か
が
伺
え
ま
す
。

　

社
寺
を
建
設
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
の
に
、
海
外
貿

易
に
よ
る
収
入
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
菊
池
の
旧
家
に
は
、

則
隆
や
２
代
経つ

ね

隆た
か

が
活
躍
し
た
時
代
の
宋
銭
が

残
っ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
交
易
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

則
隆
が
本
拠
地
と
定
め
た
深
川
は
、
菊
池
川

に
面
し
た
平
坦
な
沖
積
平
野
で
、
水
運
の
便
が

非
常
に
優
れ
た
場
所
で
し
た
。
所
領
支
配
の
面

か
ら
も
、
交
易
の
便
か
ら
も
こ
の
地
が
最
適
で

あ
る
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
菊
之
城
跡
か
ら
西
へ
２
０
０
㍍
程
の
場

所
に
、
則
隆
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
は

1
８
１
８
（
文
化
15
）
年
に
創
建
さ
れ
、
今
も

地
元
の
人
々
の
手
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
代
菊
池
の
当
主
た
ち

初
代　
則の

り

隆た
か

　

菊
池
一
族
の
初
代
則
隆
の
父
・
政ま

さ

則の
り

は
、
大

宰
府
（
古
代
に
お
け
る
九
州
の
都
）
の
高
級
役

人
「
大だ

宰ざ
い

大だ
い

監け
ん

」
で
あ
り
、
九
州
各
所
に
大
規

模
な
所
領
を
持
っ
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

則
隆
の
代
に
、
大
宰
府
天
満
宮
領
赤
星
荘
園

の
荘
官
と
し
て
菊
池
に
赴
任
。
も
と
は
藤
原
姓

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
土
地
の
地
名
を
と
っ

て
菊
池
と
称
し
、
深
川
に
居
館
「
菊
之
城
」
を

築
く
と
、
荘
園
の
経
営
管
理
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

荘
民
が
安
心
し
て
農
業
に
励
む
た
め
、
菊
池

一
円
の
環
境
の
整
備
、
住
居
の
増
設
、
信
仰
の

拠
り
所
で
あ
る
社
寺
の
建
造
な
ど
が
盛
ん
に
行菊之城（想像図）

菊之城跡周辺の確認
調査と、文献調査 の
成果報告講演会を配
信しています↓

ー
な
ぜ
観
光
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
？

　
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、菊
池
市
の

観
光
事
業
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、人
選
さ

れ
ま
し
た
。「
貴
重
な
ご
縁
」の
気
持
ち
を

頭
に
置
い
て
、頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

 

ー
ど
ん
な
活
動
を
行
い
ま
す
か
？

　
地
域
資
源
の
発
掘・
磨
き
上
げ
に
よ
る

体
験
型
観
光
商
品
の
造
成
お
よ
び
販
売
、

体
験
型
観
光
商
品
に
係
る
広
報
宣
伝
の
販

促
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
連
携
し
豊
富
な
観

光
資
源
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

 

ー
菊
池
の
印
象
は
？

　

菊
池
渓
谷
の
壮
大
さ
、
上
質
な
温
泉
、

歴
史・
文
化
、豊
富
な
食
素
材
、人
の
温
か

さ
な
ど
、全
て
が
新
鮮
で
す
。
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
菊
池
の
良
さ
を
多
く
の

人
へ
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ー
２
年
後
、菊
池
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た

い
で
す
か
？

　
近
年
、社
会
変
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。「
大
切
に
す
る
こ
と
」「
変
え
て
い

く
こ
と
」を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
観

光
地
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
携
体

制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
モ
デ
ル
と
さ
れ

る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
。 

市
と
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、「
地
域
活
性
化
企
業
人
」と
し
て
派
遣
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、観
光
振
興
や
地
域

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

観
光
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
着
任
し
ま
し
た

大
おお

竹
たけ

寛
ひろ

明
あき

さん

観光戦略マネージャー

長崎県諫早市出 身

魚釣り
趣 味

年中、小麦色の肌を保つこ
と

特 技

市内にたくさんある温泉。「化粧の湯」
と言われている、肌ざわりが良くとろ
とろの湯に癒されています。

菊池の好きな場所
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問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
係
長
級
以
上

■
部
長
級　
▼
市
民
環
境
部
長　
三み

池い
け

克か
つ

徳の
り

（
市
民
環
境
部
環
境
課
長
）
▼
健
康
福

祉
部
長　
本ほ

ん

田だ

和わ

佳か

子こ

（
健
康
福
祉
部
次

長
兼
高
齢
支
援
課
長
）
▼
教
育
部
長　
村む

ら

田た

義よ
し

喜き

（
教
育
部
学
校
教
育
課
長
）

■
次
長
級　
▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
保
険

年
金
課
長　
大お

お

森も
り

寛ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
健

康
推
進
課
長
）
▼
泗
水
支
所
長　
安や

す

武た
け

邦く
に

男お

（
水
道
局
長
）
▼
水
道
局
長　
宇う

野の

木き

洋よ
う

一い
ち

（
監
査
委
員
事
務
局
長
） 

■
課
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
長

中な
か

川が
わ

敬け
い

三ぞ
う

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

長
）
▼
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
長　
原は

ら

田だ

信の
ぶ

広ひ
ろ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補

佐
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参

画
推
進
課
長　
相そ

う

馬ま

和か
ず

代よ

（
総
務
部
人
権

啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
西
部
市
民

セ
ン
タ
ー
長
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
長

和わ

田だ

和か
ず

代よ

（
市
民
環
境
部
市
民
課
課
長
補

佐
）
▼
市
民
環
境
部
税
務
課
長　
松ま

つ

野の

和か
ず

枝え

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
）

▼
市
民
環
境
部
債
権
管
理
課
長　
宇う

野の

木き

浩こ
う

二じ

（
市
民
環
境
部
税
務
課
長
）
▼
市
民

環
境
部
環
境
課
長　
城じ

ょ
う

勝か
つ

博ひ
ろ

（
市
民
環
境

部
環
境
課
課
長
補
佐
）
▼
市
民
環
境
部
地

籍
調
査
課
長　
葛く

ず

原は
ら

公き
み

久ひ
さ

（
経
済
部
農
林

整
備
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

長　
倉く

ら

原は
ら

美み

代よ

（
七
城
支
所
市
民
生
活
課

長
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長　
古こ

吉よ
し

京き
ょ
う

子こ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長

補
佐
）
▼
経
済
部
農
政
課
長　
佐さ

野の

木き

成し
げ

俊と
し

（
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
長
）
▼
経
済

部
農
林
整
備
課
長　
髙こ

う

山や
ま

賢け
ん

一い
ち

（
農
業
委

員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）
▼
経
済
部
商
工

振
興
課
長　
出で

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
し（
経
済
部
商
工
観
光

課
長
）
▼
経
済
部
観
光
振
興
課
長　
松ま

つ

永な
が

哲て
つ

也や

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
長
）
▼
七

城
支
所
市
民
生
活
課
長　
田た

代し
ろ

誠せ
い

士し

（
経

済
部
農
政
課
長
）
▼
旭
志
支
所
市
民
生
活

課
長　
松ま

つ

寺で
ら

盛も
り

親ち
か

（
旭
志
支
所
市
民
生
活

課
課
長
補
佐
）
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
長

倉く
ら

原は
ら

桂け
い

一い
ち

（
教
育
部
社
会
体
育
課
長
）
▼

教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
長
兼
泗
水
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
冨と

み

田た

信の
ぶ

幸ゆ
き

（
教
育

部
学
校
給
食
管
理
室
長
）
▼
教
育
部
社
会

体
育
課
長　
宮み

や

本も
と

健た
け
し（
水
道
局
水
道
課
課

長
補
佐
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
長　
髙た

か

木き

智と
も

生お

（
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
長
）
▼

総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進

課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
長　
村む

ら

上か
み

美み

智ち

子こ

（
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推

進
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）

■
総
務
審
議
員　
▼
総
務
部
総
務
課
防
犯

対
策
監　
平ひ

ら

井い

剛た
け
し（
熊
本
県
警
）
▼
教
育

部
指
導
主
事　
西に

し

野の

浩ひ
ろ

史し

（
熊
本
県
教
育

委
員
会
）

■
課
長
補
佐
級　
▼
政
策
企
画
部
情
報
政

策
課
課
長
補
佐　
西に

し

本も
と

和か
ず

博ひ
ろ

（
政
策
企
画

部
情
報
政
策
課
情
報
政
策
係
長
）
▼
総
務

部
総
務
課
課
長
補
佐　
楠く

す

田だ

純じ
ゅ
ん

司じ

（
総
務

部
総
務
課
総
務
行
政
係
長
）
▼
総
務
部
財

政
課
課
長
補
佐　
坂さ

か

本も
と

伸し
ん

一い
ち

（
総
務
部
防

災
交
通
課
交
通
防
犯
係
長
）
▼
市
民
環
境

部
市
民
課
課
長
補
佐　
大お

お

谷た
に

美み

穂ほ

（
旭
志

支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係
長
）
▼
市

民
環
境
部
債
権
管
理
課
課
長
補
佐　
川か

わ

島し
ま

健け
ん

一い
ち

（
市
民
環
境
部
税
務
課
徴
税
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐　
赤あ

か

星ほ
し

有ゆ

美み

（
教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
課
長
補

佐
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補

佐　
中な

か

村む
ら

誠せ
い

哉や

（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課

課
長
補
佐
）
▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課

課
長
補
佐　
倉く

ら

岡お
か

久く

美み

子こ

（
健
康
福
祉
部

健
康
推
進
課
課
長
補
佐
）
▼
経
済
部
観
光

振
興
課
課
長
補
佐　
上う

え

野の

重し
げ

智と
も

（
政
策
企

画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
）
▼
建
設
部

土
木
課
課
長
補
佐　
山や

ま

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
建
設
部

土
木
課
工
務
係
長
）
▼
七
城
支
所
市
民
生

活
課
課
長
補
佐　
小こ

池い
け

雄ゆ
う

司じ

（
市
民
環
境

部
税
務
課
課
長
補
佐
）
▼
七
城
支
所
市
民

生
活
課
課
長
補
佐　
新し

ん

堀ぼ
り

誠ま
こ
と（
七
城
支
所

市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
長
）
▼
旭
志

支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐　
川か

わ

口ぐ
ち

玲り
ょ
う

子こ

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐
）

▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐　
坂さ

か

本も
と

健け
ん

誠せ
い

（
経
済
部
農
政
課
課
長
補
佐
）
▼

泗
水
支
所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐　
工く

藤ど
う

健け
ん

二じ

（
総
務
部
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
課

長
補
佐
）
▼
教
育
部
学
校
給
食
管
理
室
課

長
補
佐　
髙た

か

野の

美み

由ゆ

紀き

（
教
育
部
学
校
給

食
管
理
室
菊
池
地
区
学
校
給
食
共
同
調
理

場
係
長
）
▼
教
育
部
菊
池
市
公
民
館
課
長

補
佐
七
城
公
民
館
長
兼
学
校
給
食
管
理
室

課
長
補
佐
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

請う
け

野の

典の
り

子こ

（
教
育
部
菊
池
市
公
民
館
課
長

補
佐
）
▼
教
育
部
社
会
体
育
課
課
長
補
佐

大お
お

谷た
に

ルる

ミみ

（
教
育
部
社
会
体
育
課
社
会
体

育
係
長
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
課
長
補

佐　
菊き

く

永な
が

圭け
い

一い
ち

（
経
済
部
農
林
整
備
課
課

長
補
佐
）
▼
議
会
事
務
局
課
長
補
佐　
笹さ

さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

（
議
会
事
務
局
議
会
係
長
）

■
係
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
広

報
交
流
係
長　
右み

ぎ

田た

潤じ
ゅ
ん（
旭
志
支
所
市
民

生
活
課
地
域
・
農
政
係
長
）
▼
政
策
企
画

部
市
長
公
室
政
策
企
画
係
長　

井い

島じ
ま

貴た
か

志し

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
企
画
係

長
）
▼
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
ま
ち
お

こ
し
係
長　
野の

中な
か

英ひ
で

樹き

（
政
策
企
画
部
企

画
振
興
課
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

係
長
）
▼
政
策
企
画
部
情
報
政
策
課
情
報

統
計
係
長　
田た

代し
ろ

浩こ
う

二じ

（
教
育
部
社
会
体

育
課
社
会
体
育
係
参
事
）
▼
総
務
部
総
務

課
総
務
行
政
係
長　
西に

し

住ず
み

剛つ
よ
し（
総
務
部
総

務
課
総
務
行
政
係
参
事
）
▼
総
務
部
防
災

交
通
課
交
通
防
犯
係
長　
水み

ず

上か
み

嘉よ
し

彦ひ
こ

（
経

済
部
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
長
）
▼
総

務
部
財
政
課
検
査
係
長　
高た

か

柳や
な
ぎ

勝ま
さ

郎お

（
建

設
部
下
水
道
課
施
設
係
参
事
）
▼
総
務
部

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
管
財
係
長　
後ご

藤と
う

隆た
か

治は
る

（
市
民
環
境
部
税
務
課
固
定
資
産
税

係
長
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
・
戸

籍
係
長　
安や

す

武た
け

則の
り

貴た
か

（
政
策
企
画
部
市
長

医
療
・
年
金
係
長　
中な

か

本も
と

小さ

百ゆ

合り

（
健
康

福
祉
部
健
康
推
進
課
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
参
事
）
▼
経
済
部
農
政
課
畜
産
係
長　

平ひ
ら

山や
ま

岳た
け

樹き

（
建
設
部
土
木
課
管
理
係
長
）

▼
経
済
部
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係
長　

磯い
そ

田だ

貴た
か

博ひ
ろ

（
教
育
部
学
校
教
育
課
総
務
係

長
）
▼
経
済
部
観
光
振
興
課
菊
池
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
室
係
長　
髙た

か

見み

淳じ
ゅ
ん（
教
育
部
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
▼
建
設
部
土

木
課
管
理
係
長　
緒お

方が
た

圭け
い

治じ

（
経
済
部
商

工
観
光
課
観
光
振
興
係
長
）
▼
建
設
部
土

木
課
工
務
係
長　
野の

尻じ
り

和か
ず

輝て
る

（
建
設
部
土

木
課
工
務
係
参
事
）
▼
建
設
部
下
水
道
課

施
設
係
長　
出で

口ぐ
ち

真し
ん

一い
ち

（
水
道
局
水
道
課

業
務
係
長
）
▼
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
地

域
・
農
政
係
長　
角つ

の

田だ

公き
み

秀ひ
で

（
泗
水
支
所

市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
参
事
）
▼
水

道
局
水
道
課
総
務
係
長　
金か

な

光み
つ

雄ゆ
う

二じ

（
水

道
局
水
道
課
総
務
係
参
事
）
▼
水
道
局
水

道
課
業
務
係
長　
岩い

わ

本も
と

敏さ
と
し（
水
道
局
水
道

課
業
務
係
参
事
）
▼
教
育
部
学
校
教
育
課

総
務
係
長　
岩い

わ

根ね

貴た
か

史ふ
み

（
総
務
部
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
課
管
財
係
長
）
▼
教
育
部
学

校
給
食
管
理
室
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

係
長　
岩い

わ

本も
と

久く

美み

（
経
済
部
農
林
整
備
課

耕
地
係
参
事
）
▼
教
育
部
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
長　
中な

か

嶋し
ま

大ひ
ろ

樹き

（
総
務
部
財
政

課
入
札
契
約
係
長
）
▼
教
育
部
社
会
体
育

課
社
会
体
育
係
長　
徳と

く

永な
が

裕ゆ
う

樹き

（
泗
水
支

所
市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
参
事
）

■
退
職　
（
課
長
級
以
上
）

▼
笹さ

さ

本も
と

義よ
し

臣お
み

（
市
民
環
境
部
長
）
▼
渡わ

た

邉な
べ

弘ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
長
）▼
木き

の

下し
た

徳の
り

幸ゆ
き（
教

育
部
長
）
▼
水み

ず

上か
み

孝た
か

道み
ち

（
泗
水
支
所
長
）

▼
髙た

か

野の

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

（
総
務
部
人
権
啓
発
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
長
）
▼
古ふ

る

橋は
し

郁い
く

代よ

（
市

民
環
境
部
市
民
課
長
）
▼
吉よ

し

田だ

健け
ん

悟ご

（
総

務
部
総
務
課
防
犯
対
策
監
※
熊
本
県
警
へ

復
職
）
▼
長な

が

尾お

浩ひ
ろ

史ふ
み

（
教
育
部
指
導
主
事

※
熊
本
県
教
育
委
員
会
へ
復
職
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
市
役
所
本
庁

舎
へ
来
庁
し
た
際
、
申
請
や
届
け
出
な
ど

の
支
援
を
行
う
た
め
に
、
手
話
通
訳
者
を

手
話
通
訳
者
を

配
置
し
て
い
ま
す 

公
室
広
報
交
流
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
市

民
課
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
推
進
室
カ
ー
ド
普
及

係
長　
古ふ

る

川か
わ

知と
も

幸ゆ
き

（
政
策
企
画
部
企
画
振

興
課
地
域
振
興
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長　
山や

ま

田だ

光こ
う

悦え
つ

（
建

設
部
都
市
整
備
課
住
宅
係
参
事
）
▼
市
民

環
境
部
債
権
管
理
課
徴
収
・
相
談
係
長　

森も
り

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
・

戸
籍
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
債
権
管
理
課

債
権
管
理
係
長　
山や

ま

口ぐ
ち

隆た
か

志し

（
市
民
環
境

部
税
務
課
債
権
管
理
室
係
長
）
▼
健
康
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

長　
原は

ら

口ぐ
ち

寿と
し

洋ひ
ろ

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
こ
ど
も
・
女
性
相
談
係
長
）
▼
健
康

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
・
女
性
相

談
係
長　
池い

け

田だ

昭あ
き

憲の
り

（
健
康
福
祉
部
高
齢

支
援
課
付
係
長
（
民
営
化
施
設
及
び
介
護

保
険
担
当
））
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
長　
大お

お

島し
ま

昌ま
さ

之ゆ
き

（
総
務
部

総
務
課
付
参
事
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
））
▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
長　
吉よ

し

田だ

圭け
い

子こ

（
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

長
）
▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
高
齢
者

　
「
民
生
委
員
」
は
、
社
会
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や

福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
民
生
委
員
は「
児

童
委
員
」
も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠
中
の
心

配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
や
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
心
配
ご
と
や
不
安
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
、

市
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
25
）５
０
０
０
（
本
所
）

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

５
月
12
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

５月の「税」の納期限
5 月 31 日㈫

問税務課
　市民税係　　　☎（25）7206
　固定資産税係　☎（25）7207

　  ●軽自動車税全期
　  ●固定資産税第１期
口座振替を利用している人は、
５月25日㈬に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

　
す
ま
い
の
再
建
支
援
策
の
申
請
期
限
が

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。熊
本
地
震
に
よ
り
住
居
が
被
災
し
、

応
急
的
な
住
ま
い
な
ど
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
が
対
象
で
す
。申
請
に
必
要

な
書
類
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

①
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
事
業　
再
建

先
と
し
て
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入

居
す
る
際
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
助
成

し
ま
す
。

②
転
居
費
用
助
成
事
業　
県
内
で
新
築
、

購
入
、補
修
し
た
住
宅
ま
た
は
県
内
の

賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
な
ど
へ
の
転
居

に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

③
公
営
住
宅
入
居
助
成
事
業　
再
建
先
と

し
て
県
内
の
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
際
に

必
要
な
費
用
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

す
ま
い
の
再
建
支
援
策

申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
不
要
。

と　
き　
毎
月
第
２・４
㈭

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

支
援
内
容　
申
請
や
届
け
出
な
ど
の
手
話

通
訳

※
キ
ク
ロ
ス
や
水
道
局
で
も
利
用
可
。
他

の
人
の
通
訳
を
し
て
い
る
間
は
、
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

　
４
月
分
か
ら
各
種
手
当
の
支
給
額
が
変

わ
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
全
部
支
給
…
4
万
３
，０
７
０
円

　
一
部
支
給
…
4
万
３
，０
６
０
円
～

　

 　
　
　
　

 

1
万
１
６
０
円

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
障
が
い
児
1
人
に
つ
き

　
1
級
…
5
万
２
，４
０
０
円

　
2
級
…
3
万
４
，９
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
（
月
額
）

　
1
万
４
，８
５
０
円

特
別
障
害
者
手
当
（
月
額
）

　
2
万
７
，３
０
０
円

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３　
各
支
所
市
民
生
活
課

対
象
家
屋　
▼
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、倒

壊
な
ど
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
特
定
空
家
な
ど
▼
住
宅
の
不
良
度

判
定
基
準
に
掲
げ
る
評
定
項
目
の
評
点
の

合
計
が
１
０
０
点
以
上
、か
つ
周
辺
へ
の
危

険
度
判
定
に
よ
り
良
好
な
景
観
の
形
成
の

促
進
に
支
障
が
あ
る
木
造
建
築
物
な
ど

申
請
者　
▼
空
家
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は

相
続
人
▼
空
家
な
ど
が
所
在
す
る
敷
地
の

所
有
者

対
象
経
費　
▼
空
家
の
解
体
撤
去
工
事
に

係
る
経
費
▼
解
体
撤
去
工
事
に
よ
り
生
じ

た
廃
材
な
ど
の
収
集
運
搬
費
お
よ
び
処
分

費
▼
解
体
撤
去
工
事
に
係
る
諸
経
費
な
ど

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
50
万
円
）

事
前
申
込
の
受
付
期
間　
５
月
16
日
㈪
～

６
月
９
日
㈭

※
補
助
金
の
申
し
込
み
に
は
、
事
前
申
請

が
必
要
で
す

※
市
で
空
家
の
不
良
度
判
定
（
老
朽
度
合
い

の
調
査
）
と
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

か
な
ど
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

補
助
金
申
請
の
受
付
期
間　
６
月
27
日
㈪

～
７
月
29
日
㈮

　

補
助
金
申
請
が
提
出
さ
れ
て
も
、補
助

金
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

各
種
手
当
の
額
が

変
わ
り
ま
し
た

菊
池
市
空
家
等
撤
去
補
助
金

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
た
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
登

録
さ
れ
て
い
な
い
犬
や
新
し
く
犬
（
生
後
91

日
以
上
）
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
接
種
会
場

で
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

※
ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す

※
犬
の
登
録
が
お
済
み
の
場
合
は
、
事
前

に
郵
送
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日

程
等
の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

会
場
の
変
更

　
「
泗
水
東
小
学
校
前（
農
協
倉
庫
跡
地
）」

を
新
し
く
追
加
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

会
場
の
広
さ
や
利
用
状
況
か
ら
、
会
場
を

一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い

日
時
・
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
３
千
円

▼ 

集
合
注
射
料　
３
，３
０
０
円
（
注
射

済
票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
た
と
き　

　
獣
医
師
の
証
明
書
を
、
環
境
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
生
活
課
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

き
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
１
頭
に
つ
き
、
注
射
済
票
発

行
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼狂犬病予防注射日程表

春
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

　
    

犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す

問
環
境
課 

☎（
25
）７
２
１
７　
各
支
所
市
民
生
活
課

と　き ところ

５月13日㈮

  9:00～  9:15 龍門支館
  9:30～10:00 迫龍ふれあいセンター
10:20～10:40 原細永公民館
10:55～11:15 塚原公民館

５月15日㈰
14:00～14:20 七城支所
14:40～15:10 泗水支所
15:30～16:00 旭志支所

５月17日㈫

  9:00～  9:20 藤田公民館
  9:40～10:10 戸崎支館
10:25～10:45 植古閑公民館
11:00～11:30 菊之池体育館前

5月19日㈭
  9:00～  9:30 社会福祉協議会七城支所
  9:45～10:15 七城支所
10:30～11:00 リバーサイドパーク

5月20日㈮

  9:00～  9:20 尾足コミュニティセンター
  9:35～  9:55 伊坂研修センター
10:15～10:35 高柳集落センター
10:50～11:10 楠原構造改善センター

６月2日㈭
  9:00～  9:30 泗水第二体育館
  9:45～10:15 泗水東小学校前（農協倉庫跡地）
10:30～10:50 泗水体育館

６月3日㈮
  9:00～  9:30 泗水B＆G海洋センター体育館
  9:50～10:10 田島二区公民館
10:20～10:40 井戸方構造改善センター

６月5日㈰   9:00～10:30 菊池市役所正面玄関前駐車場

問環境課環境政策係　☎（25）7217 

犬や猫と正しく接していますか?
環境通信

犬や猫を飼うことは、その一生について責任を
持って面倒を見ることです。マナーを守って犬

や猫と接してください。散歩の際は、必ずリードを
付け、放し飼いをしないなど、犬と人、他の犬との
トラブルを防ぎましょう。
　散歩中にふんをしたら、必ず持ち帰ってください。
飼い主が責任を持って掃除しましょう。

猫は屋内で飼うようにしましょう。ストレスを与
えないよう環境を整えれば、室内でも健康に過

ごすことができます。外に出すと、迷子や交通事故で
命を落としてしまう危険性もあります。また、飼い主
のいない猫に無責任に餌を与えないでください。地域
猫として飼育する場合は、ふんの始末なども責任を
持って行ってください。
　犬や猫を飼う時は、最期まで世話ができるか考え
ましょう。飼い主として責任を持って大事な家族と
して迎えてください。

菊
池
市
文
化
芸
術
等
出
場
報
奨

金
制
度

　
文
化
芸
術
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

る
文
化
芸
術
の
全
国
行
事
や
国
際
行
事
に
出

場
す
る
場
合
に
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
行
事
と
報
奨
金
額

❶
世
界
行
事
・
ア
ジ
ア
行
事　
３
万
円

　
※
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
と
き

❷
❶
以
外
の
国
際
行
事
（
東
ア
ジ
ア
行
事

や
一
部
地
域
の
み
の
国
際
行
事
）・
国

民
文
化
祭
・
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の

全
国
行
事
・
予
選
の
あ
る
全
国
行
事　

２
万
円

※
前
年
ま
た
は
今
年
開
催
の
行
事
成
績
優

秀
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
出
場
し
た
全
国

行
事
を
含
み
ま
す

❸
九
州
行
事
、
西
日
本
・
東
日
本
行
事
、

市
長
が
文
化
芸
術
振
興
に
必
要
と
認
め

る
行
事　
１
万
円

※
❷
❸
は
、
公
的
機
関
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
に
限

り
ま
す

対
象
者　
本
市
に
在
住
す
る
人
で
、
行
事

の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
個
人
や
構
成
員

と
し
て
認
め
ら
れ
た
指
導
者
（
２
人
ま
で
）

申
請
方
法　

行
事
終
了
後
６
カ
月
以
内

に
、
申
請
書
類
に
記
入
し
、
生
涯
学
習
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類　
▼
交
付
申
請
書
▼
行
事
の
開

催
要
項
▼
行
事
に
出
場
し
た
こ
と
が
わ
か

る
書
類
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
や
賞
状
の
写

し
な
ど
）
▼
報
奨
金
交
付
請
求
書

そ
の
他　
▼
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
す
る

た
め
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

▼
報
奨
金
の
交
付
は
、
１
人
に
つ
き
年
度

内
１
回
で
す
。

※
同
一
年
度
に
お
い
て
、
す
で
に
交
付
を

受
け
た
額
よ
り
上
位
の
行
事
に
出
場

し
、
規
定
の
額
に
差
額
が
生
じ
た
場
合

は
、
差
額
分
に
つ
い
て
追
加
交
付
で
き

ま
す
（
申
請
手
続
き
が
必
要
）

問
●申
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制

度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
従
業
員
の

退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
従
業
員
の
退
職
金
に
国

の
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
▼
掛
金
は
全
額
非
課
税

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
（
一
部
対
象

外
あ
り
）
▼
掛
金
は
5
千
円
か
ら
3
万
円

の
範
囲
で
16
種
類
か
ら
従
業
員
ご
と
に
選

択
で
き
る
な
ど

問
●申
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03（
６
９
０
７
）１
２
３
４

Ⓗhttp://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

せ
ん
定・伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
せ
ん
定
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
支
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

せ
ん
定
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係

　
☎（
25
）７
２
４
１
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

　
市
で
は
申
請
者
か
ら
負
担
金
と
月
々
の

使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市
が
浄
化
槽
本
体

を
設
置
し
て
維
持
管
理
を
行
う
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
申
請
か
ら
工
事
完
了
ま
で

3
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域　
集
合
排
水
（
下
水
道
）
区
域

を
除
い
た
市
内
全
域

浄
化
槽
の
設
置
申
請
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

設
置
に
伴
う
負
担
金
（
設
置
時
の
み
）

▼
５
人
槽
（
延
床
面
積
1
３
０
㎡
以
下
）

　
８
万
８
千
円

▼
７
人
槽
（
延
床
面
積
1
３
０
㎡
を
超
え

　
る
）　
10
万
２
千
円

▼
10
人
槽
（
浴
室
お
よ
び
台
所
が
2
カ
所

　
以
上
）　
12
万
９
千
円 ■本人が対応する部分

❶トイレの水洗便器購入費および改造費・水道工事費
❷ トイレ・台所・風呂場などから浄化槽までの配管工事費およ

び浄化槽から排水先までの配管工事費
❸ 浄化槽設置場所および工事車両搬入出路における支障物除

去費など
❹駐車場対応など（特殊工事）に係る工事費

月
々
の
使
用
料
金
（
人
頭
制
）

▼
一
般
住
宅

・
基
本
料　
２
，２
０
０
円
（
1
戸
１
月
）

・
世
帯
員
割　
５
５
０
円（
１
人
当
た
り
）

▼
集
会
所
・
公
民
館

・
基
本
料　
１
，１
０
０
円
（
１
戸
１
月
）

自
己
負
担
と
な
る
費
用　
▼
駐
車
場
対
応

型
で
は
な
い
浄
化
槽
で
、
車
な
ど
の
乗
り

上
げ
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
の
補
修
・
漏

水
修
繕
費
用
▼
不
適
正
な
使
用
な
ど
に
よ

る
追
加
の
清
掃
費
用
▼
浄
化
槽
を
無
断
で

改
造
し
た
り
、
上
部
に
構
造
物
な
ど
を
つ

く
り
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
た
り
し

た
場
合
の
撤
去
や
原
状
復
旧
費
用

次
の
場
合
に
は
浄
化
槽
は
設
置
で
き
ま

せ
ん　
▼
集
合
排
水
区
域
内
（
下
水
道
な

ど
）
▼
飲
用
の
井
戸
か
ら
５
㍍
以
上
離
れ

て
い
な
い
場
合
▼
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
場
合（
必
ず
地
元
関
係
者・国・県・

市
道
管
理
者
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
）

問
●申
下
水
道
課
工
務
係

　
☎（
25
）７
２
４
４

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
人
へ 

　
高
齢
運
転
者
（
自
動
車
運
転
免
許
証
返

納
時
点
で
満
65
歳
以
上
）
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
市

内
共
通
商
品
券
「
め
ぐ
る
ん
券
」（
千
円

相
当
）
も
し
く
は
「
べ
ん
り
カ
ー
／
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
共
通
チ
ケ
ッ
ト
」（
千
円

相
当
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）　

・
市
内
在
住
の
人

・
令
和
2
年
４
月
1
日
以
降
に
自
動
車
運

　
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

・
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
時
点
で
満
65

　
歳
以
上
の
人

※
自
動
車
運
転
免
許
証
の
一
部
返
納
は
対

　

 

象
外
。
交
付
は
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

枚
限
り

申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
ま
た
は
運
転

　
経
歴
証
明
書
（
写
し
可
）

問
●申
防
災
交
通
課　
　
☎（
25
）7
２
０
３

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
、
災

害
時
や
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
と
き

に
、
周
囲
に
支
援
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

▼
電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る
▼
支
援
が

必
要
な
様
子
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
▼
災
害

時
、
安
全
に
避
難
す
る
の
を
手
助
け
す
る
な

ど
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
と
あ
な
た
に
で
き

る
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

表　面

裏　面

　
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。

遵
守
事
項　
▼
堆
肥
処
理
施
設
な
ど
の
床

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
整

備
し
、
堆
肥
の
周
り
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

覆
い
、
壁
を
設
け
る
▼
堆
肥
化
処
理
施
設

な
ど
の
定
期
的
な
点
検
・
補
修
・
維
持
管

理
を
行
う
▼
家
畜
排
せ
つ
物
の
発
生
量
や

処
理
の
記
録
を
つ
け
る

　

畜
産
環
境
へ
の
苦
情
の
半
数
以
上
は
、

悪
臭
発
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
畜
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
の
早
期
搬
出

・
畜
舎
内
外
の
清
掃

・
適
正
な
堆
肥
化
・
浄
化
処
理

・
農
地
で
の
散
布
後
の
速
や
か
な
耕
運

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
悪
臭
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

家
畜
排
せ
つ
物
は

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か

け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
拾

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
５
月
10
日
㈫
か
ら
の
１
カ
月

間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法

捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
野
生
鳥
獣
と
鳥
類
の
卵
は
、
法
律
で

狩
猟
に
よ
る
捕
獲
許
可
を
受
け
た
も
の
以

外
は
、
捕
獲
・
殺
傷
・
採
取
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、ホ
ウ
ジ
ロ
な
ど
）

の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の

乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登

録
済
み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う

こ
と
で
、
引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。

問
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

　
☎（
25
）７
２
２
２

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
と

指
導
取
締
強
化
月
間

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

　

命
の
バ
ト
ン
（
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
）
と
は
、
緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け

の
病
院
、
こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
病
気
な
ど
を
用
紙
に
記
入
し
、
容
器

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
も
の

で
す
。
緊
急
時
に
駆
け
付
け
た
救
急
隊
員

が
、
搬
送
し
た
医
療
機
関
に
本
人
の
情
報

を
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
そ
の
世
帯
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど

申
込
方
法　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
●申
福
祉
課
福
祉
係 

☎（
25
）７
２
１
３

　
各
支
所
市
民
生
活
課

命
の
バ
ト
ン
で
万
が
一
の

事
態
に
備
え
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
税
の

納
付
期
限
は
５
月
31
日
で
す 

　
車
の
所
有
者
（
使
用
者
）
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
納
付
場
所　

各
金
融
機

関
、
市
役
所
、
各
支
所
、
コ
ン
ビ
ニ　

問
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６

普
通
自
動
車
税
の
納
付
場
所　
各
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
、
県
の
各
広
域
本
部
、
各

地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て
は
山
鹿
市

　
近
年
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
農
業
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
農
業
保
険
は
掛
け
金
の

原
則
50
㌫
（「
収
入
保
険
」
の
積
み
立
て

方
式
の
積
立
金
は
75
㌫
）
を
国
が
負
担
し

ま
す
。
災
害
対
策
は
、
農
業
保
険
へ
の
加

入
が
基
本
で
す
。
特
別
な
対
策
は
、
過
去

に
例
の
な
い
よ
う
な
甚
大
な
気
象
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済　
▼
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
附
帯
施
設
が
損
壊

し
た
場
合
に
補
償
▼
農
業
用
ハ
ウ
ス
を
所

有
ま
た
は
管
理
す
る
農
業
者
が
対
象

収
入
保
険　
▼
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な

ど
で
農
産
物
の
販
売
収
入
が
減
少
し
た
場

合
に
補
償
▼
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業

者
が
対
象

　
園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険
は
セ
ッ
ト

農
業
保
険
を
ご
存
知
で
す
か

で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
●申
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
本
所
収
入
保
険
課

　
☎
０
９
６
４（
25
）３
２
０
２

市道の破損

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
ペ
ッ
ト
と
避
難
が
必

要
で
あ
る
か
判
断
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
人
や
他
の
動
物
に
友
好
的
で
あ
る

こ
と
、
む
や
み
に
吠
え
な
い
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
、
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た
め

の
首
輪
や
迷
子
札
の
装
着
な
ど
の
対
策

が
重
要
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！
防
災
対
策

役
所
内
）、
自
動
車
税
事
務
所

※
軽
自
動
車
税
、
普
通
自
動
車
税
と
も
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ　

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
納
付
が
可
能
で
す

問
県
北
広
域
本
部
総
務
部
収
税
課

　
☎（
25
）４
２
７
２

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る

椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
害
虫
の
駆
除
目
的
で
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
害
虫
の
駆
除

目
的
で
使
用
す
る
と
、
農
薬
取
締
法
違

反
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
椿
油
粕
に
は

魚
介
類
に
影
響
の
あ
る
成
分
「
サ
ポ
ニ

ン
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

肥
料
と
し
て
使
用
す
る
場
合
も
、
水

を
張
っ
た
水
田
や
、
用
排
水
路
や
池
な

ど
に
流
出
し
や
す
い
場
所
で
は
使
用
を

避
け
て
く
だ
さ
い
。

問
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
は

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
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平
日
昼
間
に
金
融
機
関
や
郵
便
局
に
市

税
な
ど
を
納
め
に
行
く
時
間
が
な
い
場
合

や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
人
の
た

め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
各
支
所

で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

と　
き　
５
月
25
日
㈬
～
31
日
㈫

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で
※
㈯
㈰
除
く

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
債
権
管
理
課
徴
収
・

相
談
係

問
債
権
管
理
課
徴
収
・
相
談
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

納
付
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

菊
池
渓
谷
に
来
場
さ
れ
た
思
い
出
に
、

ク
マ
モ
ト
似
顔
絵
製
作
所
に
よ
る
似
顔
絵

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
５
時

と
こ
ろ　

菊
池
渓
谷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
２
階
体
験
コ
ー
ナ
ー

人　
数　
60
人
（
先
着
順
）

問
菊
池
渓
谷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎（
27
）０
０
０
５

似
顔
絵
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

　
求
職
者
の
皆
さ
ん
が
職
業
訓
練
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度

で
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科
書

代
な
ど
が
必
要
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満

た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が

ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

訓
練
実
施
期
間　
７
月
１
日
㈮
～
12
月
23

日
㈮

と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本（
合
志

市
須
屋
）

訓
練
科
目　
▼
溶
接
加
工
科
▼
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
料
▼
生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
▼

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
▼
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

職
業
訓
練
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

相
談

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
ご
と
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し

て
い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
り
合
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
の
息

抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

要
予
約
。

と　
き　
5
月
25
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

　
文
化
財
専
門
員
に
よ
る
最
新
の
研
究
調

査
の
成
果
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
第
２
回

は
「
鞠
智
城
の
築
造
技
術
を
考
え
る
１
～

古
代
山
城
・
神
龍
石
の
築
造
技
術
～
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
５
月
22
日
㈰　

午
後
1
時
30

第
２
回

装
飾
古
墳
館・菊
文
研
講
座

　
６
月
か
ら
令
和
５
年
１
月
ま
で
に
、
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　
「
有
効
期
間
が
平
成
34
年
度
（
ま

た
は
令
和
４
年
度
）
９
月
14
日
ま
で
」
と
な

っ
て
い
る
狩
猟
免
状
を
所
持
し
て
い
る
人

問
県
自
然
保
護
課
野
生
鳥
獣
班

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
５

　
県
北
広
域
本
部
菊
池
地
域
振
興
局
林
務

　
課
森
林
保
全
班　
☎（
25
）２
３
４
７

狩
猟
免
許
試
験・更
新

イ
ベ
ン
ト

　
新
緑
が
き
れ
い
な
菊
池
渓
谷
に
癒
さ
れ

な
が
ら
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
6
月
11
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後

３
時

と
こ
ろ　
菊
池
渓
谷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
体
験
コ
ー
ナ
ー

対　
象　
菊
池
渓
谷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

内
の
売
店
や
テ
ナ
ン
ト
で
５
０
０
円
以
上
購

入
し
た
人
（
購
入
し
た
レ
シ
ー
ト
が
必
要
）

※
一
人
６
０
０
円
で
も
体
験
可
能

問
菊
池
渓
谷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎（
27
）０
０
０
５

　
菊
池
高
校
西
側
の
「
わ
い
ふ
一
番
館
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
5
月
の
展
示
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

菊
池
の
写
真
愛
好
家 

五
人
展

　
四
季
折
々
の
心
を
癒
す
写
真
を
展
示
し

ま
す
。

期　
間　
～
5
月
8
日
㈰

Ｓ
Ｋ
Ｙ 
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

航
空
写
真
展

　
こ
れ
ま
で
熊
本
空
港
周
辺
で
撮
影
し
た

航
空
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期　
間　
5
月
10
日
㈫
～
29
日
㈰

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
会

わ
い
ふ一番
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ

勤
務
場
所・募
集
人
員

❶
菊
池
プ
ー
ル　
８
人
程
度

❷
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

６
人
程
度

❸
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

７
人
程
度

勤
務
期
間　
7
月
1
日
㈮
～
8
月
31
日
㈬

予
定

条　
件　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

申
込
期
限　
５
月
27
日
㈮
午
後
５
時

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
専
門
の
医
師
、

専
門
の
職
員
が
話
を
聞
き
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

と　
き　
5
月
24
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

ひ
き
こ
も
り
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
・
来
所
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
来
所
相
談
時
は
要
事
前
予
約
。

対
象
者　
県
内（
熊
本
市
除
く
）在
住
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の
本
人

お
よ
び
家
族　

受
付
日
・
時
間　
毎
週
㈪
㈫
㈭
（
㈷
・
年

末
年
始
除
く
）　

午
前
9
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
3
時

と
こ
ろ　
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ゆ
る
こ
こ（
熊
本
市
東
区
月
出
3

丁
目
１
‐
１
２
０
）

問
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
る
こ
こ（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７

　
「
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
生
活
に
困
る
」

「
借
金
返
済
が
あ
り
、
生
活
が
成
り
立
た

た
な
い
」「
家
賃
が
払
え
ず
家
を
出
な
く

て
は
な
ら
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す

　

統
計
調
査
は
、国
や
地
方
自
治
体
の
今

後
の
政
策
を
決
定
し
て
い
く
た
め
の
資
料

と
な
る
重
要
な
調
査
で
す
。調
査
を
行
う

調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
２
カ
月
ほ
ど
で
、１
つ
の
調
査
を
行
い
ま

す
。調
査
内
容
な
ど
に
応
じ
た
報
酬
を
支

払
い
ま
す
。今
年
度
は
、就
業
構
造
基
本
調

査
や
住
宅・土
地
統
計
調
査
の
単
位
区
設

定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
20
歳
以
上
で
、責
任
を
持
って
調
査
員
業

務
が
で
き
る
人
、調
査
上
知
り
え
た
情
報
の

秘
密
保
持
に
責
任
を
持
て
る
人
な
ど
、一定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
情
報
政
策
課
情
報
統
計
係

　
☎（
25
）７
２
４
９

統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

募
集

　
今
、
料
理
を
楽
し
む
男
性
が
増
え
て
い

ま
す
、
酒
の
肴
は
自
分
で
、
た
ま
に
は
家

族
に
ご
馳
走
な
ど
、
手
軽
に
出
来
る
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
6
月
８
㈬
以
降
月
2
回（
全
6

回
）午
前
10
時
～
午
後
1
時

と
こ
ろ　
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
３
千
円（
全
6
回
）

募
集
人
員　
　
12
人

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

「
男
の
手
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

募
集
期
限　
５
月
26
日
㈭

問
●申
ハロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

す
。
ま
た
、
家
計
改
善
支
援
に
よ
り
、
生

活
再
建
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て
就
労
に

向
け
た
準
備
支
援
や
子
ど
も
の
学
習
お
よ

び
生
活
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
） 

問
市
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
生
活

　
支
援
課
内
）　
☎（
25
）１
４
１
１

ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌

が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月

は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
5
月
18
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
舎
相
談
室
15

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
０

分
～
3
時

と
こ
ろ　

鞠
智
城
研
修
施
設
（
山
鹿
市

菊
鹿
町
米
原
4
４
３
‐
１
）

講　
師　
県
立
装
飾
古
墳
館 

廣ひ
ろ
田た

静し
ず
学た
か

副
館
長

人　
数　
50
人
（
先
着
順
）

問
●申
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎（
36
）２
１
５
１
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市内３高校の魅力を伝えます！

問い合わせ先 ☎0968（25）3175

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968（25）7231

vol.93

　漫才を通じてコミュ二ケーション力、表現力、想
像力などを育み、日常の中に笑いを取り入れること
でより豊かな生活を過ごすことができるよう、自分
たちでネタを考え発表する漫才発表会を毎年行っ
ています。今年も「もっこすファイヤー」さんに学び
ながら漫才発表会（N-1グランプリ2022）を開催し
ました。

1月28日
－1グランプリ2022！N

泗水西小学校

自分たちで考えた漫才を発表

　卒業生と保護者、職員のみの卒業式となりました。
「６年生の心に残る卒業式にしよう」と、会場にはさ
くら草やサイネリアなど、たくさんの花が飾られま
した。在校生の集合写真やお祝いのメッセージを
壁に掲示。お祝い動画も流しました。工夫したメッ
セージに、卒業生たちは感動していました。

3月24日
令和3年度卒業式祝

菊之池小学校

手作りの大型卒業証書の前で記念撮影する様子も見られ、卒業式
に花を添えるスポットとなりました。

　七城中の生徒から「心が落ち着くポーズ」を学び
ました。コロナ禍でストレスを感じたときの対処法
の一つで、七城中保険委員会の生徒が動画を撮影
し、七城小へ配信。児童からは「心がふわふわにな
りました」などの感想が聞かれました。心や体に関
心を持ち、自分たちで健康に関する課題を解決す
る力を高めるよう、取り組みを続けていきます。

2月4日
学生から『心が落ち着くポーズ』を学ぶ中

七城小学校

中学生が動画で教える「心が落ち着くポーズ」を教室で実践する
児童たち。小中連携の取り組みの一つにもなりました。

　

地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
、
大
学
な
ど

と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、普
通
科
に「
未

来
探
究
コ
ー
ス
」
と
「
地
域
探
究
コ
ー
ス
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
科
改
編
は
、
社
会
の
変
化
が
加

速
し
複
雑
で
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜

く
た
め
に
、「
探
究
心
」
を
も
っ
て
主
体

的
に
学
び
に
向
か
う
こ
と
、
必
要
な
情
報

を
判
断
し
、
自
ら
知
識
を
深
め
て
個
性
や

能
力
を
伸
ば
し
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

未
来
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
自
分
の
未
来

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
目
標
を
明
確
に

し
て
、
そ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
必

要
な
能
力
を
養
い
ま
す
。
特
に
大
学
進
学

を
考
え
て
い
る
人
は
３
年
間
で
将
来
を
見

据
え
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
知
識
を
積
み

上
げ
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
自
分
の
環

境
の
象
徴
で
あ
る
「
地
域
」
に
目
を
向

け
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
意
識
し
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
深
く
探
究
す
る
こ
と
で

問
題
解
決
能
力
を
養
い
ま
す
。
３
年
間
で

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
と
も
に
、
社
会

人
と
し
て
必
要
な
資
質
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
す
。

　

す
で
に
商
業
科
に
お
い
て
課
題
解
決
学

習
、
資
格
取
得
な
ど
新
た
な
学
び
を
精
力

的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
に
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
付
し
、

今
後
さ
ら
に
授
業
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

普
通
科
未
来
探
究
コ
ー
ス
17
人
、
普
通

科
地
域
探
究
コ
ー
ス
51
人
、
商
業
科
58
人

の
計
１
２
６
人
の
新
入
生
を
迎
え
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
菊
池
高
校
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
、
第
74
回
卒
業
証
書
授
与
式

を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
卒
業
生
、
職
員
、
保
護

者
の
み
で
行
い
ま
し
た
が
、
厳
か
な
式
を

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
通
科

87
人
、
商
業
科
53
人
、
計
１
４
０
人
が
学

び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

校
長
式
辞
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
多
く
不
完
全
燃
焼
な
高
校

生
活
で
は
な
か
っ
た
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

こ
の
期
間
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
「
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は

な
い
こ
と
」「
あ
り
が
た
さ
」「
感
謝
の
気

持
ち
」
な
ど
多
く
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
時
期
を
経
験
し

て
来
た
か
ら
こ
そ
、
目
標
に
向
か
っ
て
一

生
懸
命
努
力
で
き
る
人
の
素
晴
ら
し
さ
、

努
力
す
る
こ
と
の
価
値
、
無
駄
な
努
力
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
な
り

ふ
り
構
わ
ず
、
一
心
不
乱
に
夢
や
目
標
に

　

３
月
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

更
な
る
拡
大
に
備
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
テ
ス
ト
配
信
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校

で
は
生
徒
一
人
一
人
に
ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
を
配
付
し
て
お
り
、
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
を
活
用
し
て
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

黒
板
を
直
接
カ
メ
ラ
に
映
し
て
授
業
を

向
か
っ
て
努
力
す
る
経
験
を
し
て
欲
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
必
ず
や
素
晴
ら
し
い
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
卒
業
生
へ
励
ま

し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
１
４
０
人
の

卒
業
生
が
、
逆
境
に
負
け
ず
前
を
向
い
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

行
う
先
生
や
、
プ
リ
ン
ト
や
教
材
を
書
画

カ
メ
ラ
で
映
し
な
が
ら
説
明
す
る
先
生
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
で
授
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
後
、
生
徒
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
い
つ
も
と
違
う
感
じ
で
学
べ
て
楽

し
か
っ
た
」「
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
で
、

少
し
大
変
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
だ
と
、

先
生
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
な
く
、
周

り
も
ど
ん
な
感
じ
で
授
業
を
受
け
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
勉
強

を
す
る
人
と
し
な
い
人
で
差
が
広
が
り
そ

う
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
挙
げ
ら
れ
た
問
題
点
を
改
善
し
な
が
ら
、

高
校
全
体
で
さ
ら
に
良
い
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

卒業生が幸せな毎日を過ごせるよう祈っています

本校は校内の環境も抜群です

vol.50

１
４
０
人
が
卒
業
し
ま
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
し
ま
し
た

令
和
４
年
度

菊
高
が
変
わ
り
ま
す
!!

もっこすファイヤーさんと記念撮影

旭志中学校

菊池北中学校

こつ教室骨３月18日

　青少年期の骨のしくみや、骨の発育に欠かせな
い食についての関心を深めることを目的に、骨こつ
教室を行いました。新型コロナウイルス感染防止
のため、オンラインで市健康推進課の渡邊綾子管
理栄養士の講話を聞きました。講話の後、ヘルスメ
イトによる手作りのプリンをおいしくいただきました。

域探究　聖護寺訪問地 3月11日

文化の中心として菊池が栄えたことをしのぶことができました

　1年生の地域探究の学習で聖護寺を訪れました。
1338年に菊池氏１３代当主武重公が大智禅師を招
いて建立したお寺です。住職からお寺に関わるお話
を聞いた後、座禅のやり方を教わり雲堂で座禅を体
験しました。生徒たちにとっては、郷土の歴史を学び、
郷土愛を育む良い機会になりました。

生徒たちは「カルシウムの多い
食品を意識して取る」「骨を強
くするために、運動をしたい」
と話していました
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※  イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために撮
影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

熊本市が県内各地で開いている緑化活動の一環で行われ、同園の６
歳の園児１５人が花の寄せ植えに挑戦しました

全国都市緑化フェア「くまもと花博」を前に、新明保育園
を卒園する園児たちが寄せ植えプランターを制作。地域の
人たちにプレゼントしました。体験した園児は「もらった人に、
うれしい気持ちになってほしい」と話しました。

卒園児が花の寄せ植え贈る
3月1日　新明保育園

個人の部では、教育長賞を菊之池小学校の成
なり

松
まつ

由
ゆ

里
り

子
こ

教諭が受賞。
初任者の奨励賞は、菊之池小学校の濱

はま

津
つ

芳
ほの

佳
か

教諭が受賞しました

　市内小・中学校から学校論文１５点・個人論文３７点の応募
があり、教育長賞などが決定しました。音光寺教育長が、学
校論文の部で教育長賞を受賞した七城小学校などを訪問し、
表彰を行いました。

令和3年度菊池市教育論文表彰
3月9日　菊池市教育論文表彰

㊧から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、松岡明彦さん、幸子さん

　㈲パインヒルが令和３年度県農業コンクール「経営体部門 
秀賞」を受賞。同社の松

まつ

岡
おか

明
あき

彦
ひこ

代表、幸
さち

子
こ

さん夫妻（片川瀬）
が受賞の報告に市役所を訪れました。牛舎内で作業しやす
い動線を工夫し、就労環境の整備にも取り組んでいます。

「経営体部門 秀賞」を受賞しました
3月15日　県農業コンクール

㊧から、第一生命保険㈱三
み

好
よし

九州営業本部長、山
やま

田
だ

熊本支社長、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長

　市では、第一生命保険株式会社と包括連携協定を締結。健
康増進や高齢者支援、子育て支援など、協働での取り組みを
通じて、市の活性化を推進します。今後は知見や技術などを
活用した事業に協働で取り組んでいきます。

活性化やＳＤＧｓの推進を進めます
3月14日　第一生命保険株式会社

コロナ禍により県の表彰式が行われなかったため、菊池市役所で表
彰状の伝達式を行いました

　宮
みや

川
がわ

健
けん

一
いち

郎
ろう

さん（木柑子）が、令和３年度熊本県社会教育功
労表彰を受賞。社会教育委員として、２０年以上、青少年健全
育成を中心に社会教育啓発に尽力。音光寺教育長から表彰状
の伝達を行いました。

青少年は未来を支える地域の宝
3月9日　県社会教育功労表彰

踊り手は女装した男衆で、讃頭の歌に合わせて太鼓を叩きながら舞
います

玉祥寺区の春日神社で、玉祥寺このみやおどり保存会が
玉祥寺このみやおどりを奉納。感染症対策のため、参加者
や見学者も最小限にして、マスクを着用。区民の幸福や疫
病退散への願いを込めて舞が披露されました。

玉祥寺このみやおどりが奉納されました
2月27日　市指定無形民俗文化財

同校の加
か

茂
も

野
の

妃
ひ

和
より

さんは「卒業しても自分の植えたアジサイを見に
来たいです」と話しました

　花房小学校の６年生１２人が、校庭の花壇に卒業記念の植
樹を行い、アジサイの苗木１２本を植えました。地域や母校
に愛着を持ってもらえるよう、佐

さ

々
さ

木
き

章
あきら

さん（広瀬）が発案し、
今年で３年目になります。

地域への思いを込めた植樹
3月16日　花房小学校

本料理教室は、会員同士の交流や親睦のために毎年実施しています

　市身体障がい者福祉協議会による料理教室が、中央公民
館で開催されました。会員１０人が参加し、５品を作りました。
同協議会の黒

くろ

田
だ

章
あきら

会長（深川）は、「参加者の笑顔を見るこ
とができてうれしい」と話しました。

和気あいあいと楽しく料理しました
3月16日　市身体障がい者福祉協議会

現在の社殿は平成８年に改築されたもので、境内には江戸時代の絵
馬や石灯籠が残されています

深川区の佐保川八幡宮で、三社祭りと呼ばれる春祭りが
行われました。毎年３月８日に行われ、ニンジンなどの野菜
でできた三社 ( 猿田彦大明神、天満宮、稲荷大明神 )を模し
た作り物が飾られました。

佐保川八幡宮三社祭り
3月8日　佐保川八幡宮

本大会はKDS菊池自動車学校・熊本ドライビングスクールの協賛で
開催されました

　ＫＤＳ杯第５０回菊池郡市中学生新人野球大会が、ＫＤＳ菊
池自動車学校・熊本ドライビングスクールの協賛で開催。９
チームが菊池公園多目的グラウンドでトーナメント戦を行い、
大津北中学校チームが優勝しました。

野球少年たちが汗を流しました
３月12日　第50回菊池郡市中学生新人野球大会

㊧から藤木支部長、田
たの

上
うえ

浩
ひろ

輝
き

菊池教育事務所長、下
しも

川
かわ

公
こう

一
いち

郎
ろう

副支部長

県トラック協会菊池支部（藤
ふじ

木
き

徳
のり

昭
あき

支部長）が菊池郡市の
新入学児童約2,100人に交通安全文具セットを贈呈。同支
部が社会貢献事業として毎年実施し、今年で13回目。藤木
支部長は「明るい学校生活を送って欲しい」と話しました。

新入学児童へ交通安全用品を贈呈
３月9日　県トラック協会菊池支部

㊧から笠
りゅう

昭
しょう

二
じ

さん、中
なか

原
はら

宏
ひろ

隆
たか

さん、菅
すが

健
たけ

宏
ひろ

さん、佐
さ

々
さ

木
き

章
あきら

さん

広瀬区の住民でつくる「広瀬竹山保全隊」が、放置された竹
林の伐採を行いました。昨年、地区の有志９人で結成。環境保
全や景観の向上を目的に活動しています。今後、竹炭づくりな
ど、地域の魅力向上に取り組む予定です。

きれいな風景を将来の世代へ
2月25日　広瀬竹山保全隊
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５月1日
㈰

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

ちとせ循環器内科（内・循内） 合志市 096（273）7227

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

永田眼科（眼） 菊陽町 096（285）1117

有限会社　深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

5月3日
㈫㈷

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

平山内科クリニック（内・呼内・ア） 合志市 096（273）6104

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

そうま眼科（眼） 菊陽町 096（340）5520

５月４日
㈬㈷

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

みつばち薬局 菊池市 0968（41）8550

５月５日
㈭㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

阿梨花病院大津（内・整） 大津町 096（293）5000

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

５月8日
㈰

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050
合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745
たがみクリニック（胃・外） 菊池市 0968（24）5353
副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777
ハハ歯科医院 大津町 096（285）3350
きくちドライブスルー薬局 菊池市 0968（25）2223

５月15日
㈰

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151
東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939
菊池中央病院（外） 菊池市 0968（25）3141
菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656
今村歯科医院 合志市 096（345）2264
そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（23）1321

５月22日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521
山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001
菊陽あきたクリニック（内・胃・外） 菊陽町 096（232）8333
いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003
ひろ歯科クリニック 菊陽町 096（285）3456

５月29日
㈰

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220
和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750
いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311
橋本歯科医院 菊池市 0968（38）6018
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

休日在宅当番医
※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968（25）３３００でご確認ください。

菊池郡市医師会ホームページ　→

山
やま

口
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栞
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那
な

ちゃん（高江出分） 東
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　凪
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咲
さ

ちゃん（平）
1歳 R3年5月21日生まれ 2歳 R2年5月8日生まれ

中
なか

村
むら

風
ふ

友
う

ちゃん（富の原中央） 早
はや

野
の

由
よし

崇
たか

ちゃん（桜山二）
1歳 R3年5月2日生まれ 2歳 R2年5月5日生まれ

坂
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本
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望
の

衣
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ちゃん（野間口）

木
き

村
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莉
り

凰
お

ちゃん（築地）

高
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木
き

蓮
れ

羚
い

ちゃん（上西寺）

2歳 R2年5月6日生まれ

2歳 R2年5月20日生まれ

3歳 R元年5月5日生まれ
松
まつ

永
なが

彩
あ

衣
い

凛
り

ちゃん（大迫）

西
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山
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怜
れ

奈
な
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山
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本
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千
ち

桜
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加
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來
く

汰
た

一
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3歳 R元年5月8日生まれ

1歳 R3年5月3日生まれ

3歳 R元年5月28日生まれ

2歳 R2年5月26日生まれ

酒
さか

井
い

涼
りょう

真
ま

ちゃん（北宮）
1歳 R3年5月7日生まれ

管
すが

　夢
ゆめ

乃
の

ちゃん（北宮）
1歳 R3年5月9日生まれ

森
もり

本
もと

　逞
たくま

ちゃん（桜山一）

3歳 R元年5月24日生まれ
三
み

浦
うら

朝
あさ

陽
ひ

ちゃん（亘）
1歳 R3年5月16日生まれ

岩
いわ

木
き

陽
ひ

葵
まり

ちゃん（上西寺）

東
ひがし

　裕
ゆう

誠
せい

ちゃん（村吉）

3歳 R元年5月1日生まれ

3歳 R元年5月9日生まれ

松
まつ

田
だ

弥
み

那
な

大
た

ちゃん（下出田）

原
はら

田
だ

季
き

那
な

ちゃん（富の原台）

2歳 R2年5月1日生まれ

2歳 R2年5月15日生まれ

中
なか

原
はら

遥
はる

音
ね

ちゃん（富の原西）

3歳 R元年5月14日生まれ
津
つ

原
はら

花
か

帆
ほ

ちゃん（福本二）
1歳 R3年5月8日生まれ

魚
うお

住
ずみ

祐
ゆう

心
しん

ちゃん（神来）

3歳 R元年5月19日生まれ
井
い

出
で

口
ぐち

　京
きょう

ちゃん（北宮）
1歳 R3年5月14日生まれ

ホームページから応募できます。
詳しくはお問い合わせください。
問市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか？
令和4年6月中に誕生日を迎
える３歳までの子どもの写真
を募集しています!
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♪
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マ
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っ
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！
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ぃ
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ン
パ
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大
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た
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ゃ
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ぁ
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い
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♥

４
人
兄
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末
っ
子
☆

お
喋
り
大
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！

剣
道
す
る
も
ー
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♥
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ー
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ぁ
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い
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遊
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れ
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が
と
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食
べ
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の
大
好
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♥

え
い
と
く
ん
と
早
く

遊
び
た
い
な
♥

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に

頑
張
る
ぞ
ー
!!

お
兄
ち
ゃ
ん

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
ー
!!

に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
大
好
き
！

お
手
伝
い

が
ん
ば
る
ぞ
ー
！

ね
ぇ
ね
、
だ
い
す
き
ー
。

い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で
ね
♥

杏
奈
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば

大
好
き
！

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

み
ん
な
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ぁ
い
す
き
♥

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
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◆
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
世
界
に
驚

き
ょ
う

愕が
く

を
与
え
ま
し
た
。
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
隣
国
侵

略
は
断
じ
て
許
せ
な
い
事
態
で
す
。
ま
し
て
や
民
間

施
設・
病
院・
学
校・
避
難
所
を
狙
っ
た
非
人
道
的
な

攻
撃
は
蛮
行
と
い
う
他
な
く
、ど
れ
ほ
ど
人
は
邪
悪

に
な
れ
る
の
か
と
震
え
る
ほ
ど
の
憤
り
を
覚
え
ま
す
。

殺
傷
と
破
壊
し
か
も
た
ら
さ
な
い
戦
争
の
悲
惨
さ

に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
す
。
◆
今
回
の
戦

争
が
世
界
に
与
え
た
衝
撃
は
地
殻
変
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
特
に
欧
州
の
軍
事
・
経
済
両
面
の
安
全

保
障
政
策
が
根
本
か
ら
大
き
く
見
直
さ
れ
、そ
れ
が

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
波
及
し
て
世
界
の
仕
組
み
が

変
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
開
か

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
か
ら
、い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ

ク
化
へ
の
動
き
が
進
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
て
が

不
透
明
で
見
通
し
が
効
か
な
い
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
◆
ま
た
、耳
を
疑
う
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
の
心
が
簡
単
に
操
作
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
空
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
程
度
は

違
え
ど
も
、私
た
ち
の
日
常
で
も
こ
ん
な
危
険
性
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
の
洪
水
に
溺
れ
ず
に
、正

し
い
流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
◆
先
日
、菊
池
北
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
け
た
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

自
分
た
ち
で
育
て
た
米
を
販
売
し
て
得
た
寄
付
金

を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
思
い
を
込
め
て
英
語
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
で
書
い
て
あ
る
の
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

優
し
さ
と
実
行
力
を
備
え
た
菊
池
の
子
ど
も
た
ち

が
誇
ら
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
折
か
ら
の
満
開
の
桜

を
愛
で
な
が
ら
、あ
ら
た
め
て
平
和
の
有
難
さ
と
と

も
に
、菊
池
の
里
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
幸
せ
を
し

み
じ
み
と
噛
み
し
め
た
今
年
の
春
。
一
日
も
早
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
春
の
訪
れ
を
心
か
ら
祈
る
ば
か
り
で
す
。

ウクライナに思う
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